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世
に
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け
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戸
暦
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暦
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み
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幕
府
統
制
の
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論
文
要
旨
］

は
じ
め
に

❶
江
戸
暦
問
屋
の
成
立
と
違
法
出
版
の
取
締
り

❷『
暦
記
録
』
に
み
る
天
保
期
の
取
締
り

お
わ
り
に

　

本
稿
は
、
江
戸
暦
問
屋
の
裁
判
・
願
書
の
記
録
『
暦
記
録　

巻
四
』
の
分
析
を
通
し
て
、
天
保
期

の
暦
出
版
統
制
の
実
態
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
史
料
は
、
従
来
分
析
さ
れ

て
い
な
い
暦
違
法
出
版
の
裁
判
の
流
れ
を
記
録
し
て
い
る
。
文
政
十
三
年
（
一
八
三
〇
）「
板
木
屋
定

治
郎
一
件
」・
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）「
喜
多
村
御
役
所
江
願
書
差
上
候
坂
本
氏
略
暦
一
条
」
の
二

件
の
記
録
を
見
る
と
、
こ
の
二
事
例
を
境
に
暦
出
版
の
取
締
り
方
針
が
変
更
・
明
確
化
さ
れ
た
こ
と

が
わ
か
る
。
主
な
変
更
点
は
、
従
来
武
家
の
私
家
版
（
交
換
用
の
「
大
小
」
と
呼
ば
れ
る
略
暦
）
が

取
締
り
対
象
外
と
さ
れ
て
い
た
の
を
、
天
文
方
高
橋
作
左
衛
門
（
景
保
）
の
意
向
を
汲
ん
で
取
締
り

対
象
に
加
え
た
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
交
換
用
の
暦
を
取
締
り
対
象
外
と
し
て
い
た
従
来
研
究
の
通

説
が
天
保
二
年
以
降
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

こ
の
変
更
を
経
て
、
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）「
暦
似
寄
品
取
扱
候
者
十
八
人
名
前
舘
御
役
所
江

申
立
候
處
於
南
御
番
所
御
裁
許
ニ
相
成
候
一
件
」
で
は
、
暦
問
屋
が
実
際
に
販
売
さ
れ
て
い
た
大
小

を
証
拠
品
と
し
て
町
年
寄
に
提
出
し
、
販
売
に
関
与
し
た
地
本
問
屋
・
板
木
屋
・
世
利
商
人
が
過
料

を
言
い
渡
さ
れ
た
。
こ
れ
は
町
触
・『
暦
記
録
』
に
記
さ
れ
た
江
戸
に
お
け
る
暦
違
法
出
版
の
唯
一

の
取
締
り
事
例
で
あ
る
。
こ
の
事
件
か
ら
判
明
す
る
こ
と
は
、
①
実
際
に
大
小
暦
が
（
恐
ら
く
本
事

例
以
前
に
も
）
違
法
販
売
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
②
唯
一
の
取
締
り
も
、
暦
問
屋
の
訴
え
に
よ
る
受
動

的
な
取
締
り
で
あ
っ
た
こ
と
、
の
二
点
で
あ
る
。

　

以
上
の
史
料
分
析
を
通
し
て
、
今
ま
で
未
解
明
で
あ
っ
た
江
戸
に
お
け
る
暦
出
版
の
取
締
り
の
流

れ
を
確
認
し
、
取
締
り
対
象
の
変
遷
を
追
う
こ
と
が
で
き
た
。
実
際
に
取
締
り
が
行
わ
れ
た
天
保
期

に
お
い
て
も
、
幕
府
が
積
極
的
に
暦
の
違
法
出
版
を
取
り
締
ま
っ
て
い
た
と
は
言
い
が
た
い
。
し
か

し
、
交
換
用
の
大
小
作
成
の
違
法
化
の
背
景
に
天
文
方
の
意
向
が
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
当
時

の
天
文
方
の
動
向
と
暦
出
版
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
江
戸
、
暦
問
屋
、
天
文
方
、
略
暦
、
大
小
暦
、
暦
記
録
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が
検
挙
さ
れ
て
い
る
の
か
、
判
断
し
が
た
い
。

　

先
行
研
究
に
お
い
て
は
、
板
木
屋
・
浮
世
絵
出
版
の
側
面
か
ら
考
察
が
な
さ
れ
て

い
る
。
吉
原
健
一
郎
氏
は
「
板
木
屋
組
合
文
書
」
を
用
い
て
暦
の
類
似
品
（
略
暦
）

の
統
制
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
り
、
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
に
は
統
制
が
緩
和　

（
武
家
の
私
家
版
を
許
可
）
さ
れ
、
寛
政
の
改
革
に
て
厳
禁
と
さ
れ
る
も
、
こ
れ
を
破

っ
て
板
行
す
る
者
が
多
か
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
後
も
私
家
版
の
流
通
は
続

き
、
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
に
全
面
禁
止
さ
れ
た
と
し
て
い
る
（
（
（

。
一
方
で
、
浮
世

絵
研
究
の
観
点
か
ら
略
暦
の
一
種
で
あ
る
大
小
の
流
通
に
つ
い
て
説
明
し
た
『
原
色

浮
世
絵
大
百
科
事
典
』
第
三
巻
「
絵
暦
」
の
章
で
は
、私
家
版
の
大
小
の
流
通
の
ピ
ー

ク
は
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
で
あ
り
、
以
降
も
私
家
版
の
板
行
は
黙
認
さ
れ
た
た

め
、
寛
政
の
改
革
・
天
保
の
改
革
な
ど
の
出
版
物
の
規
制
が
強
化
さ
れ
た
時
期
に
は

か
え
っ
て
私
家
版
の
板
行
は
活
発
化
し
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
（
（

。
両
者
は
本
暦
・
略

暦
に
関
わ
ら
ず
暦
問
屋
以
外
の
暦
販
売
は
一
貫
し
て
禁
止
さ
れ
て
い
た
と
い
う
点
で

は
共
通
の
認
識
で
あ
る
が
、
武
家
の
配
布
・
交
換
用
と
し
て
流
通
し
た
大
小
に
つ
い

て
は
規
制
の
有
無
や
そ
の
時
期
に
つ
い
て
相
違
し
て
お
り
、
板
木
屋
組
合
文
書
や
浮

世
絵
以
外
の
史
料
も
使
用
し
な
が
ら
実
態
を
再
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。

　

本
稿
に
て
取
り
上
げ
る
『
暦
記
録
』（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
写
本
（
（
（

）
は
、
江
戸
暦

問
屋
仲
間
が
暦
に
関
す
る
裁
判
や
奉
行
所
へ
の
願
書
に
つ
い
て
記
録
し
た
史
料
で
、

全
巻
の
項
目
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

［
巻
一
］

一　

暦
板
行
商
売
之
者
拾
壱
人
ニ
被　

仰
付
候
始
末
、
右
ニ
付
町
御
觸
之
写
十
一  

人
之
者
御
請
追
証
文
（
元
禄
十
丑
年
六
月
十
九
日
―
十
一
寅
年
六
月
廿
六
日
）

二　

御
帳
綴
願
御
聞
済
一
件（
元
禄
十
一
寅
年
九
月
四
日
―
十
二
卯
年
三
月
晦
日
）

三　

仙
臺
一
件
（
正
徳
四
午
年
十
二
月
十
二
日
―
五
未
年
）

四　

會
津
一
件
（
享
保
三
戌
年
二
月
―
同
五
子
年
）

は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
江
戸
暦
問
屋
の
裁
判
記
録
『
暦
記
録　

巻
四
』
の
分
析
を
通
し
て
、
天

保
期
の
暦
出
版
統
制
の
実
態
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
江
戸
幕

府
は
貞
享
改
暦
（
一
六
八
五
）
以
後
、
作
暦
を
天
文
方
主
導
に
一
本
化
し
、
地
方
の　

暦
師
の
販
路
も
規
定
す
る
こ
と
で
暦
流
通
の
統
制
を
企
図
し
た
。
こ
れ
は
、
観
象
授

時
の
精
神
の
如
く
、
自
ら
の
支
配
体
制
の
象
徴
と
し
て
暦
の
流
通
を
重
要
視
し
て
い

た
こ
と
の
表
れ
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
実
際
は
、
作
暦
の
過
程
は
天
文
方
・
土
御

門
家
・
幸
徳
井
家
の
分
掌
体
制
で
あ
り
、
そ
の
主
導
者
も
流
動
的
で
あ
っ
た
。
ま　

た
、
地
方
暦
師
の
統
制
に
つ
い
て
も
頒
暦
者
の
指
定
の
み
に
留
ま
り
、
そ
の
後
発
生

し
た
暦
師
同
士
の
販
路
争
い
に
天
文
方
は
関
与
し
な
か
っ
た
（
（
（

。

　

本
稿
で
取
り
上
げ
る
江
戸
に
お
い
て
は
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
以
降
に
複
数
回

暦
問
屋
の
開
板
受
付
が
な
さ
れ
、
元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）
以
降
は
新
規
受
付
は
行

わ
れ
ず
、
版
権
を
持
つ
十
一
件
の
地
本
問
屋
が
販
売
を
担
っ
た
。
彼
ら
は
暦
問
屋
仲

間
を
構
成
し
、
天
保
の
改
革
に
て
株
仲
間
解
散
令
が
出
さ
れ
た
際
に
も
継
続
を
許
さ

れ
た
。
幕
府
の
お
膝
元
で
あ
る
点
・
貞
享
改
暦
以
前
の
歴
史
を
持
た
な
い
と
い
う
点

に
お
い
て
、
江
戸
は
暦
出
版
の
統
制
を
し
や
す
い
環
境
に
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ　

る
。
実
際
に
、
同
地
で
は
大
坂
・
京
都
と
比
べ
多
く
の
暦
出
版
統
制
に
関
す
る
町
触

が
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
（
（
（

。

　

し
か
し
、
江
戸
に
お
い
て
も
非
認
可
の
板
元
か
ら
出
版
さ
れ
る
暦
が
統
制
さ
れ
て

い
た
と
は
言
い
が
た
く
、取
締
り
の
実
態
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、

暦
問
屋
以
外
の
暦
出
版
を
禁
じ
る
町
触
は
頻
繁
に
出
さ
れ
て
い
な
が
ら
、
実
際
に
検

挙
し
た
事
例
は
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
一
例
し
か
確
認
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
（
（
（

。

ま
た
、
こ
の
取
締
り
の
経
緯
や
具
体
的
な
沙
汰
の
内
容
は
、
町
触
に
は
記
さ
れ
て
い

な
い
。
つ
ま
り
町
触
を
用
い
た
分
析
で
は
、
本
当
に
違
法
出
版
事
例
は
天
保
期
の
一

例
の
み
で
あ
る
の
か
、
取
締
り
が
機
能
せ
ず
、
数
多
の
違
法
事
例
の
う
ち
一
件
だ
け
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［
巻
二
］

一　

由
緒
書
（
享
保
十
年
巳
四
月
）

二　

た
ば
こ
入
扇
一
枚
絵
等
江
略
暦
差
入
候
儀
御
差
止
願
、
右
一
条
年
番
名
主
中

ゟ
被
仰
渡
書
（
寛
延
四
未
年
九
月
―
十
月
十
九
日
）

三　

宝
暦
ゟ
御
改
元
之
節
外
題
御
窺
書
（
宝
暦
元
年
末
十
一
月
四
日
）

四　

大
経
師
内
匠
御
願
ニ
付
暦
板
行
仕
方
御
尋
之
節
御
答
、
七
曜
暦
之
儀
ニ
付
御

尋
之
節
御
答
（
宝
暦
三
年
酉
十
二
月
）

五　

御
校
合
ニ
被
成
下
候
御
名
前
御
尋
之
節
御
答
、
幷
已
来
御
校
合
之
御
仕
法
願

書
（
安
永
五
年
申
十
月
―
十
二
月
）

六　

測
量
所
吉
田
家
ゟ
暦
取
〆
方
願
ニ
付
十
一
人
之
者
御
吟
味
ニ
付
一
同
申
立
候

口
書
幷
暦
売
徳
書
其
外
御
答
（
天
明
三
卯
年
四
月
廿
二
日
―
翌
辰
年
五
月
廿
八

日
）

［
巻
三
］

一　

三
島
暦
一
件
（
文
化
二
丑
年
七
月
―
十
月
）

二　

大
経
師
内
匠
ゟ
諸
国
暦
師
ニ
而
仕
立
候
暦
江
奥
書
致
度
旨
願
ニ
付
奈
良
屋
御

役
所
ゟ
暦
問
屋
由
緒
幷
売
場
所
暦
仕
入
諸
向
御
尋
ニ
付
奉
差
上
候
書
面
（
文
化

十
三
子
年
六
月
廿
五
日
―
八
月
十
六
日
）

［
巻
四
］

一　

板
木
屋
定
治
郎
一
件
（
文
政
十
三
寅
年
十
一
月
廿
一
日
出
訴　

同
年
十
二
月

十
五
日
天
保
与
改
元
）

二　

奈
良
屋
御
役
所
ニ
而
暦
類
ニ
紛
鋪
品
致
彫
刻
間
敷
旨
板
木
屋
共
江
被
仰
渡　

右
御
申
渡
之
趣
暦
問
屋
江
被
仰
渡
（
天
保
二
卯
年
三
月
十
日
）

三　

喜
多
村
御
役
所
江
願
書
差
上
候
坂
本
氏
略
暦
一
条
（
天
保
六
未
年
八
月
）

四　

略
暦
似
寄
品
取
扱
候
者
十
八
人
名
前
舘
御
役
所
江
申
立
候
處
於
南
御
番
所
御

裁
許
ニ
相
成
候
一
件
（
天
保
七
丙
申
年
正
月
廿
九
日
）

五　

喜
多
村
御
役
所
江
町
御
觸
被
成
下
候
節
町
役
人
共
入
念
候
様
御
取
締
願
（
天

保
七
申
年
九
月
十
一
日
）

六　

紙
直
段
高
直
ニ
付
暦
類
直
段
相
改
申
候
段
喜
多
村
御
役
所
江
御
届
書
（
天
保

七
申
年
十
月
三
日
）

［
巻
五
］

一　

御
写
本
之
儀
急
速
頂
戴
被
仰
付
被
下
度
、
喜
多
村
御
役
所
江
願
書
（
天
保
八

丁
酉
年
八
月
五
日
）

二　

紙
直
段
高
直
ニ
付
暦
類
直
段
相
改
申
候
段
樽
御
役
所
江
御
届
書
（
天
保
九
戊

戌
年
十
月
五
日
）

（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
『
暦
記
録
』
巻
一　

各
巻
の
項
目
番
号
は
筆
者
加
筆
）

　

本
史
料
を
扱
っ
た
研
究
は
渡
邊
敏
夫
『
日
本
の
暦
（
（
（

』
が
代
表
的
な
も
の
で
あ
り
、

主
に
巻
一
を
参
照
し
て
江
戸
暦
問
屋
と
他
暦
師
た
ち
の
販
路
争
い
に
つ
い
て
記
述
し

て
い
る
。
し
か
し
巻
二
以
降
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
巻
四
・
巻
五
に
記
載
さ
れ
た
江

戸
暦
の
価
格
に
言
及
し
て
い
る
も
の
以
外
に
は
、
管
見
の
限
り
で
は
見
つ
け
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
（
（
（

。

　

筆
者
は
従
来
取
り
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
巻
四
の
一
～
五
項
目
目
の
内
容
を
分
析
し

た
上
で
、
同
時
期
に
出
さ
れ
た
町
触
や
暦
と
の
関
連
性
の
検
討
を
行
っ
た
。
特
に
江

戸
に
お
け
る
唯
一
の
取
締
り
事
例
で
あ
る
天
保
七
年
の
事
件
の
経
緯
を
詳
ら
か
に
す

る
こ
と
で
、
私
家
版
の
暦
の
規
制
状
況
を
整
理
し
、
江
戸
に
お
け
る
暦
出
版
統
制
の

実
態
を
考
察
し
た
い
。

❶
江
戸
暦
問
屋
の
成
立
と
違
法
出
版
の
取
締
り

　

本
章
で
は
、『
暦
記
録
』
の
検
証
に
入
る
前
段
と
し
て
、
江
戸
暦
問
屋
の
成
立
か

ら
天
保
年
間
に
至
る
ま
で
の
状
況
を
概
説
し
、
暦
出
版
統
制
の
内
容
を
整
理
す
る
。
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（
一
）
江
戸
暦
問
屋
の
成
立

　

先
に
述
べ
た
通
り
、
江
戸
暦
問
屋
は
貞
享
改
暦
後
の
新
規
開
板
に
て
板
行
が
許
可

さ
れ
た
の
が
始
ま
り
で
あ
る
。
当
時
は
暦
問
屋
の
数
が
制
限
さ
れ
て
お
ら
ず
、
次
の

町
触
〔
史
料
一
〕
が
毎
年
六
～
八
月
頃
に
出
さ
れ
、
希
望
す
れ
ば
暦
を
出
版
で
き
た

こ
と
が
わ
か
る
（
（
（

。

〔
史
料
一
〕

一　

来
年
之
暦
開
板
望
之
者
ハ
、
写
本
可
相
渡
候
間
、
今
明
日
中
奈
良
屋
所
ヘ

可
申
来
候
旨
、
町
中
不
残
可
被
相
触
候
事
（
略
）

　

八
月
六
日　

町
年
寄
三
人　

（『
江
戸
町
触
集
成
』
第
二
巻
二
三
六
五
、
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
八
月
）

　

江
戸
暦
開
板
当
初
に
何
人
の
暦
問
屋
が
い
た
の
か
記
録
は
な
い
が
、『
暦
記
録
』　

巻
一
の
元
禄
十
年
条
を
見
る
と
、
前
年
（
一
六
九
六
）
に
は
二
十
八
人
の
暦
問
屋
が

い
た
こ
と
が
わ
か
る
〔
史
料
二
〕。
し
か
し
、
同
条
に
記
さ
れ
た
暦
問
屋
間
の
事
件

を
経
て
、
暦
問
屋
は
十
一
名
に
制
限
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

〔
史
料
二
〕

御
当
地
暦
板
行
商
売
之
儀
拙
者
共
親
代
々
数
拾
年
仕
来
候
（
略
）
元
禄
七
年
戌

年　

能
勢
出
雲
守
様
川
口
摂
津
守
様
御
勤
役
之
時
人
数
弐
拾
八
人
御
極
被
下

候
、
依
之
戌
年
ヨ
リ
子
年
迄
ニ
一
ケ
年
相
勤
申
候
、
然
処
ニ
丑
年
右
廿
八
人
之

内
拾
四
人
長
谷
川
町
三
四
郎
と
申
も
の
を
頼
拙
者
共
拾
壱
人
を
三
四
郎
支
配
ニ

付
候
様
ニ
と
拾
四
人
之
内
七
兵
衛
と
申
者
を
以
拙
者
共
方
に
申
来
候
、
拙
者
共

三
四
郎
元
〆
ニ
仕
候
儀
迷
惑
ニ
存
更
ニ
対
決
罷
成
候
事
（
略
）

丑
六
月
十
九
日
拙
者
共
拾
壱
人
御
月
番
松
前
伊
豆
守
様
御
前
江
罷
出
、
右
之
趣

御
訴
訟
申
立
候
（
略
）
然
者
拾
四
人
之
者
を
除
キ
向
後
拾
壱
人
ニ
而
暦
板
行
可

仕
旨
被
仰
付
候

（『
暦
記
録
』
巻
一
―
一
）

　

こ
の
事
件
以
降
明
治
改
暦
ま
で
追
加
の
開
板
希
望
を
募
る
こ
と
は
な
く
、
版
権
が

移
動
す
る
こ
と
は
あ
っ
た
も
の
の
、
江
戸
暦
問
屋
は
十
一
人
に
固
定
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。

（
二
）
江
戸
に
お
け
る
暦
出
版
の
取
締
り

　

十
一
人
体
制
の
暦
問
屋
仲
間
が
成
立
し
て
以
降
、
暦
出
版
に
関
す
る
町
触
は
定
型

の
も
の
が
頻
繁
に
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
主
に
二
つ
の
趣
旨
で
構
成
さ
れ
て
お

り
、
一
つ
目
は
暦
問
屋
十
一
名
以
外
の
暦
出
版
を
禁
止
す
る
内
容
、
二
つ
目
は
「
暦

紛
敷
板
行
」
で
あ
る
略
暦
・
大
小
（
絵
暦
、
大
小
暦
（
（1
（

）
の
類
の
売
買
禁
止
の
内
容
で

あ
る
。
以
下
に
、
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
か
ら
慶
應
元
年
（
一
八
六
五
）
ま
で
、

ほ
ぼ
同
内
容
で
計
二
十
一
回
、
断
続
的
に
出
さ
れ
て
い
た
町
触
を
挙
げ
る
〔
史
料　

三
、
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
〕。

〔
史
料
三
〕

来
巳
暦
板
行
之
儀
、
暦
屋
拾
壱
人
之
も
の
共
江
写
本
相
渡
、
暦
類
板
行
申
付
候
、

依
之
拾
一
人
之
外
、
脇
々
ニ
而
暦
類
一
切
致
間
敷
候
、
右
暦
之
義
は
重
キ
儀
ニ

付
、
年
々
右
之
趣
相
触
候
所
、
近
来
暦
類
紛
敷
板
行
致
候
も
の
有
之
旨
相
聞
、

甚
以
不
埒
之
至
候
、
向
後
略
暦
並
大
小
之
類
一
枚
摺
之
品
ニ
而
も
、
聊
も
暦
ニ

似
寄
候
品
之
類
売
買
は
勿
論
、
辻
売
等
堅
致
間
敷
候
、
若
相
背
暦
類
ニ
紛
敷
事

致
候
者
有
之
は
、
厳
敷
咎
可
申
付
条
、
町
役
人
共
よ
り
可
訴
出
候
、
等
閑
ニ
差

置
候
ハ
ゝ
、
家
主
五
人
組
名
主
迄
咎
可
申
付
候
、
此
旨
町
中
急
度
可
触
知
者
也

（『
江
戸
町
触
集
成
』
第
八
巻
九
〇
二
二
、
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
九
月
）

　

こ
の
町
触
の
中
で
特
に
言
及
さ
れ
て
い
る
点
を
考
慮
す
る
と
、
江
戸
に
お
い
て
違
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法
販
売
さ
れ
て
い
た
暦
は
主
に
略
暦
・
大
小
の
一
枚
摺
り
で
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。
略
暦
と
は
、
暦
日
・
暦
注
が
全
て
記
載
さ
れ
た
本
暦
に
対
し
、
日
常
で
特
に
利

用
す
る
内
容
（
月
の
大
小
・
雑
節
・
朔
日
の
干
支
な
ど
）
を
抜
粋
し
た
簡
略
な
暦
で

あ
る
。
大
小
は
略
暦
の
一
種
で
、
月
の
大
小
の
順
を
入
れ
た
和
歌
・
俳
句
・
漢
詩
等

の
短
文
や
、
絵
の
中
に
パ
ズ
ル
の
よ
う
に
月
の
大
小
を
表
す
要
素
を
散
り
ば
め
た
摺

物
等
を
指
す
（〔
図
〕
参
照
）。
違
法
販
売
を
す
る
際
に
は
、
情
報
量
が
多
く
彫
刻
に

高
度
な
技
術
を
要
す
る
本
暦
と
比
べ
、
月
の
大
小
や
主
要
な
暦
注
さ
え
わ
か
れ
ば
作

成
が
可
能
な
略
暦
の
方
が
容
易
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
ま
た
、
略
暦
の
違
法
販
売
を
助

長
し
た
で
あ
ろ
う
要
因
と
し
て
、
配
布
用
・
贈
答
用
の
暦
の
印
刷
は
黙
認
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
大
小
の
交
換
は
好
事
家
の
間
で
人
気
を
博
し
、
明
和
二
年 

（
一
七
六
五
）
に
は
大
規
模
な
交
換
会
が
開
か
れ
た
（
（1
（

。
以
降
も
定
期
的
に
大
小
が
交　

換
・
収
集
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
残
存
す
る
大
名
の
貼
付
帳
か
ら
も
確
認
で
き
、
特
に

寛
政
年
間
（
一
七
八
九
～
一
八
〇
一
）
の
大
小
は
他
の
時
期
と
比
べ
残
存
数
が
多
く 

な
っ
て
い
る
（
（1
（

。
以
上
の
内
容
を
踏
ま
え
る
と
、
先
に
挙
げ
た
私
家
版
の
暦
に
関
す
る

二
つ
の
先
行
研
究
は
、
寛
政
期
ま
で
の
統
制
に
つ
い
て
は
『
原
色
浮
世
絵
大
百
科
事

典
』
の
言
及
が
正
し
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
同
書
に
よ
る
と
、
交
換
用
の
大
小 

は
出
版
物
の
規
制
か
ら
外
れ
て
い
た
が
故
に
、
浮
世
絵
へ
の
規
制
が
強
化
さ
れ
た 

時
期
に
は
反
動
で
美
麗
な
大
小
の
作
成
・
交
換
が
活
発
化
し
た
と
も
記
載
さ
れ
て
い

る
（
（1
（

。
当
時
の
状
況
を
象
徴
す
る
事
例
と
し
て
、
寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）
に
は
一

枚
絵
・
大
小
の
版
行
に
際
し
て
は
届
出
を
行
い
、
華
美
で
あ
れ
ば
彫
刻
を
禁
ず
る
町

触
が
出
さ
れ
て
い
る
（
（1
（

。
ま
た
、
配
布
用
と
し
て
は
寺
社
の
土
産
物
の
略
暦
（
（1
（

や
、
商
店

が
店
名
と
暦
を
載
せ
て
年
の
瀬
に
得
意
先
に
配
っ
た
引
札
暦
も
多
く
流
通
し
て
い

た
（
（1
（

。

　

こ
れ
ら
の
略
暦
の
流
通
が
暦
の
違
法
販
売
の
隠
れ
蓑
と
な
り
得
る
理
由
は
、
双
方

と
も
売
買
さ
れ
る
出
版
物
の
販
路
を
経
由
し
な
い
が
故
に
改
印
が
無
く
、
板
木
屋
や

問
屋
の
名
前
が
記
載
さ
れ
な
い
た
め
、
違
法
販
売
さ
れ
た
暦
と
判
別
し
が
た
い
か
ら

で
あ
る
。
実
際
に
第
二
章
に
て
取
り
上
げ
る
『
暦
記
録
』
の
裁
判
記
録
に
お
い
て
も
、

販
売
用
の
暦
を
贈
答
用
と
言
い
訳
す
る
場
面
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
状
況
は
江
戸

時
代
当
時
に
違
法
出
版
の
取
締
り
を
困
難
に
し
た
で
あ
ろ
う
し
、
現
在
に
お
い
て
は

残
存
す
る
暦
の
う
ち
、
ど
れ
が
違
法
出
版
物
で
あ
る
か
を
判
別
し
が
た
い
要
因
と

な
っ
て
い
る
。

　

以
上
の
理
由
か
ら
、
多
く
の
略
暦
が
現
代
に
残
さ
れ
て
い
な
が
ら
も
、
違
法
出
版

物
の
流
通
量
・
違
法
と
さ
れ
た
基
準
は
未
解
明
の
ま
ま
で
あ
る
。
ま
た
、
先
に
述
べ

た
よ
う
に
実
際
の
取
締
り
事
例
が
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
町
触
が
例
年

同
時
期
に
定
型
文
で
出
さ
れ
る
の
み
で
、
町
奉
行
以
上
の
意
向
が
反
映
さ
れ
た
も
の

か
が
不
明
瞭
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
幕
府
の
暦
出
版
統
制
へ
の
姿
勢
が
消
極
的
で
あ
っ

た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
が
、
こ
の
仮
説
も
違
法
出
版
物
の
流
通
有
無
が
判
然
と
し
な

い
た
め
、
検
証
は
進
ん
で
い
な
い
。

〔図〕　大小
この絵では，十六武蔵と思われる盤面に七つの駒が置かれ，それ
ぞれに吉祥文様のモチーフが描かれている。モチーフの形が漢数
字となっており，親の駒の忍緒が大，鼠と米俵は二，軍配と袋は　
三，七宝は四，鶴は七，丁子と蔵の鍵は九，小槌と巻物は十二と
読み取れる。この数字は寛政十一年（一七九九）の大の月と合致
する。

［国立国会図書館蔵『絵暦』第一冊  国立国会図書館デジタルコレ
クション（https://dl.ndl.go.jp/）より引用］
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（
三
）
天
保
期
の
暦
出
版
統
制

　

以
上
の
状
況
を
踏
ま
え
て
、
天
保
期
に
出
さ
れ
た
暦
出
版
に
関
す
る
町
触
を
二
例

紹
介
す
る
〔
史
料
四
・
五
、
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
〕。
こ
れ
ら
は
先
に
挙
げ
た
定
型

文
の
町
触
と
は
異
な
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

〔
史
料
四
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
　々

板
木
屋
共

略
暦
幷
壱
枚
摺
大
小
之
儀
ニ
付
而
は
、
先
年
ゟ
度
々
之
御
触
、
猶
又
天
明
之
度

之
申
渡
も
有
之
候
得
共
、
右
申
渡
之
趣
紛
敷
相
聞
、
終
ニ
は
其
方
共
心
得
違
も

生
し
候
様
成
行
候
ニ
付
、
向
後
は
暦
問
屋
拾
壱
人
板
下
之
外
は
、
縦
令
武
家
方

ゟ
誂
候
共
急
度
相
断
、
暦
類
ニ
似
寄
候
品
一
切
致
彫
刻
間
敷
候
、
若
申
渡
之
趣

於
相
背
は
咎
可
申
付
候
条
、
一
同
心
得
違
無
之
様
可
申
合
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

暦
問
屋
共

右
之
板
木
屋
共
江
申
渡
候
間
、
其
旨
可
存

右
は
今
日
水
野
出
羽
守
殿
江
伺
之
上
申
渡
候
ニ
付
、
板
木
屋
共
幷
暦
問
屋
共
江

可
申
渡
候

　
　

卯
三
月

（『
江
戸
町
触
集
成
』
第
十
二
巻
一
二
六
〇
〇
、天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
三
月
）

〔
史
料
五
〕

（
略
）
例
年
私
共
方
江
商
売
御
免
成
下
置
候
節
は
、
御
触
被
成
下
置
難
有
仕

合
奉
存
候
、
然
ル
処
御
免
御
暦
之
内
、
略
暦
大
小
之
儀
は
旧
冬
以
之
外
不
捌

ニ
付
、
不
審
奉
存
候
間
取
調
仕
候
処
、
当
正
月
廿
九
日
御
届
書
を
以
奉
申
上

候
通
、
似
寄
大
小
取
扱
候
者
有
之
候
ニ
付
、
館
御
役
所
江
夫
々
名
前
申
上
候

処
、
南
奉
行
所
様
江
御
差
出
ニ
罷
成
、
奉
申
上
候
名
前
拾
八
人
之
者
共
被
召

出
御
取
調
被
成
下
、
取
次
売
仕
候
も
の
幷
板
元
之
も
の
共
被
召
出
、
御
咎
被

仰
付
候
段
、
私
共
被
召
出
於
御
番
所
ニ
被
仰
渡
奉
恐
入
候
、
右
様
厳
敷
被
仰

渡
候
上
は
、
此
末
似
寄
板
行
仕
候
も
の
可
有
御
座
義
と
は
不
奉
存
候
得
共
、

万
々
一
心
得
違
之
者
御
座
候
而
は
奉
恐
入
候
義
ニ
付
、
何
卒
当
年
御
触
被
成

下
置
候
節
は
、
町
役
人
共
江
厚
相
心
得
入
念
候
様
、
御
取
締
被
成
下
度
偏
奉

願
上
候
、
以
上

　
　

天
保
七
年
申
年
九
月
十
一
日　

暦
問
屋
行
事　

大
坂
屋
喜
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

近
江
屋
新
八

　
　

喜
多
村
御
役
所
様

右
之
通
喜
多
村
彦
右
衛
門
殿
江
願
書
差
出
候
処
、
先
達
而
夫
々
被
仰
渡
も
有

之
義
ニ
付
、
猶
又
此
節
改
而
御
申
渡
ニ
は
無
之
候
得
共
、
右
様
申
出
候
間
、

一
統
心
得
候
様
無
急
度
申
継
置
候
様
、
御
同
所
ニ
而
御
申
含
有
之
候
間
、
御

通
し
申
候
、
以
上

　

申
十
月　
　
　
　
　

明
田
惣
蔵

（『
江
戸
町
触
集
成
』
第
十
二
巻
一
三
〇
六
二
、天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
九
月
）

　
〔
史
料
四
〕
は
、
略
暦
・
大
小
の
印
刷
に
つ
い
て
心
得
違
い
を
す
る
者
が
い
る
た
め
、

今
後
は
武
家
の
注
文
で
あ
っ
て
も
暦
問
屋
以
外
は
印
刷
し
て
は
な
ら
な
い
と
し
て
い

る
。
こ
の
内
容
は
配
布
用
・
贈
答
用
の
暦
印
刷
に
つ
い
て
は
黙
認
す
る
と
い
う
先
例

を
覆
す
内
容
で
あ
る
。
ま
た
、〔
史
料
五
〕
は
先
述
し
た
唯
一
の
取
締
り
事
例
に
つ

い
て
触
れ
て
い
る
町
触
で
、
大
小
を
取
り
扱
っ
た
と
し
て
十
八
人
の
者
と
販
売
関
係

者
が
処
罰
を
受
け
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ど
ち
ら
の
事
例
も
、
取
締
り
が
形
骸
化

し
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
生
じ
に
く
い
内
容
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
町

触
が
出
さ
れ
る
に
至
っ
た
経
緯
・
取
締
り
の
内
容
を
調
査
す
る
こ
と
で
、
未
解
明
で

あ
っ
た
幕
府
の
取
締
り
に
対
す
る
姿
勢
を
考
察
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
考
え

る
。

　

本
稿
で
取
り
上
げ
る
『
暦
記
録
』
巻
四
で
は
、
第
二
・
五
項
目
目
が
そ
れ
ぞ
れ
〔
史

料
四
・
五
〕
の
町
触
の
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
第
一
・
四
項
目
目
で
は
町
触
を
出
す
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原
因
と
な
っ
た
事
件
に
つ
い
て
記
載
し
て
い
る
。
次
章
で
は
第
一
・
三
・
四
項
目
目

を
主
に
取
り
上
げ
た
い
。

❷『
暦
記
録
』
に
み
る
天
保
期
の
取
締
り

（
一
）
板
木
屋
定
治
郎
一
件
（
文
政
十
三
年
（
（1
（

）

　

こ
の
項
目
は
、
板
木
屋
定
治
郎
が
大
小
を
摺
っ
て
い
た
こ
と
の
是
非
を
問
う
訴
訟

に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
本
件
は
暦
問
屋
を
訴
訟
人
、
板
木
屋
定
治
郎
を
相
手

方
と
す
る
出
入
筋
の
手
順
に
沿
っ
て
記
録
さ
れ
て
お
り
、
冒
頭
は
暦
問
屋
行
事
か
ら

南
町
奉
行
筒
井
伊
賀
守
政
憲
へ
の
次
の
よ
う
な
目
安
と
な
っ
て
い
る
。

〔
史
料
六
〕
―
①

（
略
）
従
古
来
私
共
拾
壱
人
江
御
写
本
頂
戴
仕
、
商
売　

御
免
被
為　

仰
付

被
下
置
難
有
仕
合
ニ
奉
存
候
、
依
之
御
暦
之
儀
者
大
切
ニ
付
、
私
共
拾
壱
人

之
外
、
御
本
暦
者
不
及
申
略
暦
似
寄
大
小
ニ
而
も
紛
敷
類
脇
々
ニ
而
堅
致
申

間
敷
旨
、
古
来
よ
り
毎
年
町
中
御
觸
被　

成
下
、
冥
加
至
極
難
有
仕
合
奉
存

候
、
然
ル
処
、
此
度
橋
本
町
四
町
目
市
右
衛
門
店
定
治
郎
幷
同
人
方
同
居
矢

吉
義
略
暦
似
寄
之
品
彫
刻
致
、
見
世
先
ニ
而
摺
立
居
候
を
見
当
候
ニ
付
、
何

方
ゟ
被
相
頼
候
哉
と
相
尋
候
処
、
家
業
之
儀
故
外
方
よ
り
被
相
頼
候
由
両
人

共
申
之
候
間
、
暦
之
儀
者
例
年
厳
敷
町
御
觸
茂
御
座
候
ニ
付
、
其
段
為
申
聞

私
共
方
江
右
板
木
幷
摺
本
一
枚
預
り
置
、
以
来
右
様
成
義
者
一
切
不
致
様
一

札
差
出
可
申
旨
及
掛
合
候
処
、
一
向
聞
入
不
申
、
左
候
得
者
向
後
右
躰
之
品

彫
刻
仕
売
物
ニ
致
候
心
底
も
難
斗
奉
存
候
、
依
之
乍
恐
拾
壱
人
一
同
難
儀
至

極
仕
候
ニ
付
、
無
是
非
今
般
御
訴
訟
奉
申
上
候
、
何
卒
以
御
慈
悲
右
相
手
定

治
郎
矢
吉
両
人
共
被
為　

召
出
以
来
右
様
之
儀
不
仕
候
様
、
厳
敷
被
為　

仰

付
被
下
置
候
様
、
偏
ニ
奉
願
上
候
、
以
上

　

こ
の
目
安
に
よ
れ
ば
、
暦
問
屋
以
外
は
略
暦
で
あ
っ
て
も
販
売
し
て
は
な
ら
な
い

と
昔
か
ら
触
が
出
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
述
べ
、
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
定
治
郎

と
矢
吉
の
親
子
が
店
先
で
略
暦
を
摺
っ
て
い
た
た
め
、
見
咎
め
た
。
そ
の
際
に
、
暦

問
屋
は
誰
か
ら
の
依
頼
で
摺
っ
て
い
る
の
か
を
確
認
し
、
板
木
と
摺
物
一
枚
を
回
収

し
た
と
記
載
し
て
い
る
。
以
後
暦
を
摺
ら
な
い
旨
の
一
札
を
提
出
す
る
よ
う
求
め
た

が
親
子
は
一
向
に
聞
き
入
れ
ず
、
売
物
に
す
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
取
締
り
を
願
い

出
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

次
に
こ
の
訴
え
を
受
け
た
相
手
方
の
返
答
書
の
写
し
が
続
く
（〔
史
料
六
〕
―
②
、

傍
線
は
筆
者
に
よ
る
）。

〔
史
料
六
〕
―
②

　
　
　

乍
恐
以
書
付
御
答
奉
申
上
候

（
略
）
私
共
義
板
木
渡
世
仕
罷
在
候
処
、
御
出
入
有
馬
玄
蕃
頭
様
ゟ
御
誂
御

暦
大
小
壱
枚
摺
之
板
行
彫
刻
摺
立
致
居
候
処
、
御
府
内
暦
問
屋
拾
壱
人
之
内

惣
代
年
行
事
（
略
）
罷
越
、
紛
敷
板
行
類
ニ
而
も
有
之
候
哉
と
存
右
板
木
取

上
ケ
、
私
共
両
人
相
手
取
当
月
廿
二
日
当　

御
番
所
様
江
御
訴
訟
申
上
候
得

共
、
同
廿
八
日
双
方
可
罷
出
旨
御
裏
書
頂
戴
相
付
拝
見
奉
恐
入
候
、
依
之
乍

恐
左
ニ
御
答
奉
申
上
候

暦
之
儀
者
重
キ
儀
ニ
付
例
年
町
御
觸
之
節
一
同
承
知
奉
畏
候
、
然
ル
処
御
暦

ニ
略
暦
壱
枚
摺
之
儀
者
右
御
屋
敷
様
御
誂
之
品
ニ
而
、
例
年
御
吉
例
ニ
而
御

国
紙
写
本
等
を
御
渡
し
被
遊
彫
刻
摺
立
共
被
仰
付
、
是
迄
六
十
年
来
御
出
入

仕
罷
在
候
ニ
付
、
願
人
方
江
種
々
内
済
之
儀
及
掛
合
候
得
共
聞
入
不
申
御
出

訴
ニ
及
ひ
候
得
共
、
右
者
天
明
四
年
辰
十
月
中
板
木
屋
行
司
四
人
之
者
奈
良

屋
御
役
所
江
被
相
呼
被
申
渡
候
ニ
者
、
暦
似
寄
之
品
者
譬
何
方
ゟ
誂
参
候
共

堅
致
間
敷
旨
申
渡
し
有
之
候
得
共
、
武
家
方
ニ
而
御
誂
之
品
者
不
及
御
沙
汰

候
旨
、
勿
論
町
方
ニ
而
売
買
之
儀
者
堅
致
間
敷
、
御
屋
鋪
ニ
而
御
暦
ニ
被
成

候
儀
者
不
苦
候
間
、
此
段
仲
間
中
江
申
伝
印
形
取
置
可
申
旨
被
申
渡
候
、
右
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ニ
付
私
共
前
書
彫
刻
仕
候
略
暦
壱
枚
摺
之
儀
者
、
御
屋
敷
様
ゟ
御
慰
ニ
御
誂

之
品
ニ
而
、
売
買
仕
候
儀
者
無
之
故
不
苦
儀
と
奉
存
彫
刻
仕
候
処
、
啓
三
郎

源
八
板
木
幷
摺
本
壱
枚
取
上
ケ
御
訴
訟
仕
、
今
更
ニ
至
奉
対
御
屋
敷
様
江
私

共
ニ
お
ゐ
て
何
共
迷
惑
至
極
ニ
奉
存
候
間
、
何
卒
以　

御
慈
悲
奈
良
屋　

御

役
所
ニ
而
申
渡
之
趣
被
為　

聞
召
分
、
願
人
啓
三
郎
源
八
両
人
之
者
共
取
上

ケ
候
板
木
相
返
し
、
是
迄
之
通
渡
世
向
差
障
り
不
申
候
様
御
利
解
被　

仰
聞

被
下
置
候
て
難
有
仕
合
奉
存
候
、
此
段
偏
ニ
奉
願
上
候
、
以
上

　　

書
き
出
し
の
部
分
か
ら
、
大
小
を
依
頼
し
た
の
が
筑
後
久
留
米
藩
主
有
馬
玄
蕃
頭

頼
徳
で
あ
る
こ
と
、
板
木
屋
定
治
郎
は
暦
問
屋
以
外
の
暦
売
買
禁
止
を
認
識
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
文
中
に
あ
る
「
天
明
四
年
辰
十
月
中
」
に
つ
い
て
も
、〔
史
料

三
〕
の
暦
問
屋
十
一
人
以
外
の
暦
販
売
を
禁
じ
た
定
型
町
触
が
最
初
に
出
さ
れ
た
年

と
合
致
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
武
家
か
ら
依
頼
さ
れ
た
も
の
（
私
家
版
）
は
取
締

り
対
象
で
は
な
い
、
と
い
う
内
容
で
板
木
屋
仲
間
に
伝
え
ら
れ
、
受
状
を
取
る
よ
う

申
し
渡
さ
れ
た
と
反
論
し
て
い
る
（
傍
線
部
）。「
御
慰
ニ
御
誂
え
之
品
」
は
、
実
用

の
略
暦
で
は
な
く
仲
間
内
で
の
交
換
用
に
作
成
し
た
大
小
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ

う
。
前
段
で
は
例
年
略
暦
を
作
っ
て
い
る
と
も
述
べ
て
お
り
、
今
ま
で
は
贈
答
用
の

大
小
を
摺
っ
て
も
罰
せ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

こ
こ
ま
で
の
内
容
は
、
従
来
の
方
針
に
沿
っ
た
対
応
を
し
て
い
る
板
木
屋
定
治
郎

側
に
妥
当
性
が
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
後
の
奉
行
所
で
の
審

問
で
は
配
布
・
贈
答
用
を
黙
認
し
て
い
る
こ
と
自
体
の
是
非
を
尋
ね
て
い
る
。
次
に

挙
げ
る
〔
史
料
六
〕
―
③
は
、
掛
役
人
か
ら
定
治
郎
へ
の
審
問
内
容
で
あ
る
。

〔
史
料
六
〕
―
③

公
仰　

相
手
方
江
被
仰
渡
候
ニ
者

毎
年
町
觸
有
之
節
ニ
武
家
方
者
不
苦
候
事
ニ
心
得
居
候
哉
、
此
方
ニ
而
貳

様
ニ
者
町
觸
不
出
候
其
方
申
立
候
趣
ニ
而
者
、
武
家
方
と
な
ぞ
ら
へ
候
得

者
春
画
或
者
銀
之
き
せ
る
か
ん
ざ
し
の
類
を
拵
候
而
も
武
家
方
ゟ
と
申
候

得
者
宜
敷
事
と
心
得
候
哉

定
治
郎
申
上
候
ニ
者

天
明
四
辰
十
月
中
奈
良
屋
御
役
所
ニ
お
ゐ
て
武
家
方
御
慰
之マ
マ

之
儀
者
御

沙
汰
ニ
不
及
と
被
仰
聞
候
間
、
右
之
趣
を
承
知
仕
罷
在
候
ニ
付
彫
刻
仕
候

公
仰
ニ

譬
奈
良
屋
存
寄
を
以
右
様
ゆ
る
か
せ
ニ
申
渡
候
共
、
此
方
之
町
觸
ニ
右
之

趣
有
之
哉
、
有
馬
玄
蕃
頭
ゟ
申
付
候
共
、
何
方
江
相
届
ケ
彫
刻
致
候
哉
、

譬
大
名
た
り
共
奉
行
た
り
と
も
暦
之
儀
者
大
切
之
義
故
、
容
易
ニ
申
付
候

事
者
有
間
敷
事
也
、
天
明
之
度
ゆ
る
か
せ
ニ
申
渡
し
候
共
暦
問
屋
共
差
障

ニ
相
成
候
事
ニ
候
ハ
ヽ
、
以
来
相
改
聢
と
可
申
附
、
乍
去
此
儀
者
容
易
不

成
事
故
窺
之
上
可
申
付

　

ま
ず
掛
役
人
は
定
治
郎
に
対
し
、
武
家
の
注
文
で
あ
れ
ば
春
画
・
銀
煙
管
・
か
ん

ざ
し
に
つ
い
て
も
作
成
し
て
良
い
と
心
得
て
い
る
の
か
を
問
う
て
い
る
。
そ
れ
に
対

し
定
治
郎
は
、
天
明
四
年
の
禁
令
に
て
武
家
の
私
家
版
に
つ
い
て
は
取
締
り
の
対
象

外
で
あ
る
と
聞
い
た
と
弁
明
し
て
い
る
。
先
に
見
た
通
り
、
実
際
は
当
時
の
町
触

〔
史
料
三
〕
で
は
販
売
へ
の
言
及
の
み
で
、
私
家
版
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な

い
。
こ
の
弁
明
に
対
し
掛
役
人
は
、
町
年
寄
が
（
私
家
版
に
つ
い
て
は
作
成
を
許
す

な
ど
の
）
い
い
加
減
な
事
を
申
し
渡
し
た
と
し
て
も
そ
れ
は
町
触
に
明
言
さ
れ
て
い

な
い
だ
ろ
う
、
有
馬
玄
蕃
頭
が
注
文
し
た
と
言
う
が
ど
こ
か
へ
届
け
出
て
彫
刻
し
た

の
か
、
と
問
い
糺
し
た
上
で
、
暦
に
つ
い
て
は
「
大
切
之
義
」
で
あ
り
大
名
・
奉
行

で
あ
っ
て
も
簡
単
に
注
文
で
き
な
い
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
天
明
四
年
時
の
町
触
で

禁
令
の
定
義
が
曖
昧
で
あ
っ
た
た
め
暦
問
屋
の
販
売
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
が
、

今
後
は
正
確
に
定
め
る
と
し
て
も
、
簡
単
に
決
め
ら
れ
な
い
問
題
で
あ
る
と
し
て
判

断
を
保
留
し
た
。

　

結
局
本
件
に
つ
い
て
は
追
っ
て
沙
汰
す
る
と
し
て
、
掛
役
人
は
次
回
判
断
材
料
と
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な
る
書
類
を
持
参
す
る
よ
う
両
者
に
申
し
付
け
て
閉
廷
し
て
い
る
。
そ
れ
を
受
け
て

願
人
（
暦
問
屋
）
が
書
き
留
め
置
い
た
過
去
の
町
触
等
を
持
参
し
て
い
る
こ
と
が
後

続
の
内
容
か
ら
わ
か
る
の
だ
が
、
板
木
屋
も
天
明
四
年
時
（
一
七
八
四
）
の
資
料
を

持
参
し
た
よ
う
で
、『
暦
記
録
』
に
は
次
の
内
容
が
写
し
取
ら
れ
て
い
る
（〔
史
料
六
〕

―
④
）。

〔
史
料
六
〕
―
④

　
　

板
木
屋
両
人
ゟ
申
立
候
被　

仰
渡
書
左
之
通

此
間
略
暦
大
小
之
類
壱
枚
摺
之
品
ニ
而
茂
暦
ニ
似
寄
候
品
之
類
、
売
買
者
勿

論
辻
売
等
堅
致
間
敷
候
旨
、
厳
敷
町
御
觸
有
之
候
ニ
付
、
其
方
共
ゟ
茂
別
段

申
渡
置
候
、
夫
ニ
付
武
家
方
抔
よ
り
慰
ニ
誂
候
分
者
別
段
之
事
ニ
而
御
沙
汰

ニ
不
及
候
、
右
躰
之
品
た
り
共
売
買
物
板
行
彫
立
之
儀
者
致
間
敷
旨
厳
敷
申

渡
置
候
間
、
心
得
違
為
無
之
猶
又
申
渡
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

板
木
屋
行
事
請
印

天
明
四
辰
年
十
月

　

こ
の
史
料
は
同
様
の
文
面
が
板
木
屋
組
合
文
書
に
も
記
載
さ
れ
て
お
り
、
吉
原
氏

の
論
文
は
こ
れ
を
典
拠
と
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
（
（1
（

。
こ
こ
で
は
町
触
に
て
触
れ
ら
れ

て
い
な
い
武
家
の
私
家
版
の
暦
に
つ
い
て
取
締
り
の
対
象
外
と
明
言
さ
れ
て
い
る
。

板
木
屋
組
合
文
書
に
お
け
る
同
内
容
の
記
事
は
「
板
木
屋
仲
間
取
極
発
端
」
と
し
て

寛
政
二
年
以
降
に
後
追
い
で
記
さ
れ
た
も
の
で
は
あ
る
が
（
（1
（

、
町
奉
行
の
記
録
で
あ
る

『
文
化
撰
要
類
集
』
に
お
い
て
も
天
明
四
年
に
同
内
容
の
申
渡
し
の
記
載
が
あ
る
た

め
（
（2
（

、
内
容
の
信
憑
性
は
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

最
終
的
に
本
件
は
内
済
が
成
立
し
、
済
口
証
文
の
写
し
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
結
論
に
相
当
す
る
部
分
を
以
下
に
挙
げ
る
（〔
史
料
六
〕
―
⑤
、
傍
線
は
筆
者
に

よ
る
）。

〔
史
料
六
〕
―
⑤

暦
之
儀
者
年
々
町
御
觸
も
有
之
、
暦
ニ
紛
敷
義
者
一
切
彫
刻
不
相
成
旨
相
弁

罷
在
候
得
共
、
天
明
四
辰
年
中
町
年
寄
奈
良
屋
市
右
衛
門
殿
方
ニ
而
、
御
武

家
方
御
慰
而
巳
ニ
而
売
買
ニ
不
致
候
義
者
不
苦
旨
被
申
渡
も
有
之
候
ニ
付
、

御
出
入
御
屋
敷
ゟ
任
被
相
頼
候
ニ
、
売
買
ニ
相
成
候
品
物
ニ
茂
無
之
、
子
細

も
有
之
間
敷
と
存
彫
刻
仕
候
義
ニ
有
之
、
併
其
砌
奈
良
屋
市
右
衛
門
殿
方
江

御
届
も
不
仕
、
右
御
屋
鋪
ゟ
任
御
頼
彫
刻
仕
摺
立
候
段
、
全
相
手
之
者
共
心

得
違
之
段
奉
恐
入
、
以
来
何
れ
之
御
武
家
方
ゟ
御
頼
有
之
候
共
、
略
暦
者
不

及
申
假
令
壱
枚
摺
大
小
ニ
似
寄
候
慰
之
品
た
り
と
も
向
後
決
而
□彫

刻
カ□

致
間
敷

旨
相
弁
申
候
、
然
ル
上
者
以
来
双
方
無
申
分
右
出
入
□
□
内
済
仕
度
奉
存
候

間
、
何
卒
以　

御
慈
悲
御
吟
味
御
下
ケ
被
成
下
置
候
様
奉
願
上
候
処
、
願
之

通
被　

仰
付
偏
御
威
光
与
難
有
仕
合
奉
存
候
、
為
後
証
済
口
証
文
奉
差
上
候

仍
如
件

　

前
半
部
分
で
は
、
板
木
屋
が
提
出
し
た
天
明
四
年
時
（
一
七
八
四
）
の
書
類
を
引

用
し
言
い
分
を
認
め
て
い
る
。
し
か
し
、
武
家
か
ら
依
頼
を
受
け
た
際
に
販
売
用
で

な
い
こ
と
を
確
か
め
ず
、
暦
を
印
刷
す
る
こ
と
を
町
年
寄
に
届
け
出
ず
に
作
成
し
て

い
る
こ
と
は
心
得
違
い
だ
と
し
て
い
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
板
木
屋
は
今
後
に
つ
い

て
は
武
家
か
ら
頼
ま
れ
た
私
家
版
で
あ
っ
て
も
略
暦
・
一
枚
摺
り
大
小
を
作
成
し
て

は
な
ら
な
い
と
わ
き
ま
え
る
旨
を
述
べ
て
い
る
（
傍
線
部
）。

　

こ
の
済
口
証
文
の
日
付
が
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
三
月
八
日
で
あ
り
、
先
に
挙

げ
た
〔
史
料
四
〕
の
町
触
も
同
年
同
月
の
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
件
を
経
て
武

家
の
私
家
版
印
刷
を
禁
じ
る
と
い
う
内
容
が
町
触
に
明
示
さ
れ
た
と
言
え
よ
う
。
暦

問
屋
は
定
治
郎
の
件
で
は
違
法
出
版
の
処
罰
に
漕
ぎ
付
け
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、

初
め
て
私
家
版
の
暦
の
印
刷
禁
止
を
明
言
さ
れ
る
に
至
っ
た
点
は
大
き
な
進
展
で
あ
っ

た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
考
え
た
い
の
は
、
な
ぜ
こ
の
「
板
木
屋
定
治
郎
一
件
」

に
て
従
来
と
異
な
る
見
解
が
示
さ
れ
た
の
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。『
暦
記
録
』
に
は
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本
件
以
前
に
私
家
版
の
是
非
を
扱
っ
た
訴
訟
の
記
録
は
な
く
、
単
に
初
め
て
訴
訟
を

起
こ
し
た
結
果
、
暦
問
屋
に
有
利
な
判
決
と
な
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
も
し
そ
う
で

あ
る
な
ら
、
天
保
初
期
に
は
彼
ら
が
先
例
を
覆
す
こ
と
が
で
き
る
と
踏
ん
だ
何
ら
か

の
背
景
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

右
の
疑
問
を
検
討
す
る
材
料
と
し
て
、
本
件
に
貼
ら
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
付
札

（〔
史
料
六
〕
―
⑥
、
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
）
に
つ
い
て
言
及
し
た
い
（
（2
（

。
こ
の
付
札
は

南
町
奉
行
筒
井
伊
賀
守
政
憲
の
伺
書
の
写
し
で
、〔
史
料
四
〕
の
町
触
に
も
記
さ
れ

た
老
中
水
野
出
羽
守
忠
成
宛
に
書
か
れ
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

〔
史
料
六
〕
―
⑥

此
度
暦
問
屋
共
ゟ
板
木
屋
共
相
手
取
出
入
有
之
候
ニ
付
為
差
扣
取
調
候
処
天

明
四
年
四
辰
年
九
月

〇
町
觸
之
写
別
紙
有

右
之
趣
申
渡
し
置
猶
又
年
々
厳
敷
申
觸
置
候
処
、
武
家
方
ゟ
暦
問
屋
共
江
略
暦

彫
刻
相
頼
候
間
相
断
候
ニ
付
、
直
ニ
板
木
屋
と
も
江
相
誂
候
ニ
付
板
木
屋
共
ゟ

奉
窺
候
処
、
天
明
四
辰
年
十
月
中
〇
別
紙
書
付

右
之
趣
申
渡
し
請
書
取
置
候
、
其
後
文
化
未
年
中
高
橋
作
左
衛
門
ゟ
植
村
駿

河
守
殿
江
申
立
候
〇
別
紙
書
付

右
申
立
候
通
暦
之
儀
者
重
キ
儀
ニ
候
処
、
武
家
方
ニ
而
偽
製
之
略
暦
等
彫
刻
致

候
而
者
下
々
之
者
共
迷
惑
ニ
相
成
可
申
哉
、
天
明
之
度
申
渡
之
儀
曲
淵
甲
斐
守

不
奉
窺
手
切
之
取
斗
を
以
申
渡
候
儀
与
奉
存
候
、
左
候
得
者
板
木
屋
共
心
得
方

貳
様
ニ
相
成
暦
問
屋
共
之
詮
も
無
之
哉
ニ
奉
存
候
、
天
明
之
度
申
渡
候
義
棄
損

ニ
致
暦
問
屋
共
板
下
之
外
者
略
暦
類
彫
刻
不
致
様
申
付
度
、
此
段
奉
窺
候
以
上

　

前
段
に
て
評
定
の
概
略
が
述
べ
ら
れ
た
の
ち
、
傍
線
部
以
降
に
私
家
版
の
暦
印
刷

禁
止
の
理
由
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
曰
く
、
文
化
未
年
（
文
化
八
年
、
一
八
一
一
）
に

高
橋
作
左
衛
門
（
景
保
）
か
ら
植
村
駿
河
守
家
長
に
何
等
か
の
申
し
立
て
が
あ
り
、

そ
の
内
容
が
暦
に
関
す
る
事
は
重
要
で
あ
る
旨
を
記
載
し
た
も
の
で
、
そ
れ
故
に
武

家
方
の
私
家
版
で
あ
っ
て
も
作
成
し
て
は
「
下
々
之
者
」
が
迷
惑
で
あ
る
。
天
明
時

に
曲
淵
甲
斐
守
景
漸
が
独
断
で
私
家
版
は
容
認
す
る
と
判
断
し
た
こ
と
で
板
木
屋
は

私
家
版
な
ら
制
限
な
く
印
刷
で
き
る
と
心
得
て
暦
問
屋
も
仕
方
な
く
思
っ
て
い
る
の

で
、
天
明
時
の
申
し
渡
し
は
棄
却
し
、
私
家
版
も
禁
止
の
対
象
と
し
た
い
、
と
い
う

内
容
で
あ
る
。
当
時
天
文
方
筆
頭
で
あ
っ
た
高
橋
景
保
か
ら
若
年
寄
植
村
駿
河
守
家

長
に
対
し
、
恐
ら
く
暦
の
違
法
出
版
の
取
締
り
に
関
す
る
申
し
出
が
あ
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。
残
念
な
が
ら
、「
別
紙
書
付
」
と
さ
れ
て
い
る
申
し
渡
し
の
内
容
は
『
暦
記

録
』
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
文
化
八
年
頃
（
一
八
一
一
）
の
天
文
方

の
意
向
が
、
天
保
期
の
取
締
り
の
強
化
の
要
因
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
だ
ろ
う
。

　

こ
の
伺
書
を
も
っ
て
水
野
忠
成
の
承
認
を
取
り
付
け
、〔
史
料
四
〕
の
町
触
に
繋

が
っ
た
と
考
え
る
と
辻
褄
が
合
う
。『
板
木
屋
組
合
文
書
』
で
は
、
天
保
二
年
三
月

十
日
の
記
事
で
「
筒
井
伊
賀
守
様
被
仰
渡
候
写
」
と
し
て
〔
史
料
四
〕
と
同
様
の

文
言
が
記
さ
れ
て
お
り
、
板
木
屋
仲
間
に
も
確
実
に
通
達
さ
れ
た
こ
と
が
見
て
取
れ

る
（
（2
（

。
（
二
）
喜
多
村
御
役
所
江
願
書
差
上
候
坂
本
氏
略
暦
一
条
（
天
保
六
未
年
八
月
）

　

次
に
『
暦
記
録
』
巻
四
の
第
三
項
目
目
「
喜
多
村
御
役
所
江
願
書
差
上
候
坂
本
氏

略
暦
一
条
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
こ
れ
は
訴
訟
の
記
録
で
は
な
く
、
暦
問
屋
か
ら

奉
行
所
に
提
出
さ
れ
た
上
申
型
の
訴
願
訴
状
（
（2
（

の
み
で
あ
る
。

〔
史
料
七
〕

（
略
）
私
共
拾
壱
人
板
下
之
外
、
若
脇
々
ニ
而
略
暦
似
寄
た
り
共
板
行
仕
候

ハ
ヾ
、
無
用
捨
早
速
可
申
上
旨
奉
申
上
候
ニ
付
、
無
拠
奉
申
上
候
、
南
伝
馬

町
三
町
目
坂
本
氏
と
相
記
柱
暦
板
行
い
た
し
差
出
申
候
、（
略
）
来
申
年
略

暦
も
板
行
仕
候
様
ニ
候
ハ
ヾ
、
私
共
御
請
証
文
ニ
も
相
違
仕
奉
恐
入
候
間
、
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何
卒
右
之
段
前
書
町
役
人
共
江
被　

仰
渡
被
成
下
度
奉
願
上
候
、
尚
又
今
一

通
り
格
別
之
大
柱
暦
彫
立
候
も
の
見
当
り
有
之
候
得
共
、
板
元
名
前
相
記
不

申
有
之
、
尤
寺
院
方
ニ
与
而
已
及
承
候
ニ
付
、
聢
与
申
上
兼
候
得
共
、
見
当

候
品
入　

御
尊
覧
ニ
置
申
候
、
何
分
ニ
茂
右
様
御
觸
之
趣
麁
略
ニ
不
仕
候　

様
、
御
賢
慮
之
程
奉
願
上
候
以
上

（
略
）

　

右
之
書
面
御
月
番
ニ
付
喜
多
村
御
役
所
江
証
拠
略
暦
相
添
差
上
候
、
尤

舘
御
役
所

樽
御
役
所

江
も
右
之
段
申
上
候
御
届
書
差
上
申
候
、
其
後
御
改
暦
差
上
候
節
、
喜

多
村
御
役
所
ニ
而
被
仰
聞
候
者
、
前
出
願
之
趣
当
人
ゟ
申
聞
候
処
、
已
来
決

而
板
行
不
仕
旨
申
立
候
、
依
而
書
面
者
下
ケ
申
候
、
若
又
当
年
も
板
行
い
た

し
見
当
候
て
ハ
、
早
速
可
申
立
旨
被
仰
聞
候

　

本
件
で
は
暦
問
屋
が
二
つ
の
略
暦
を
持
ち
込
み
、
町
年
寄
に
対
し
て
違
法
性
の
判

断
を
仰
い
だ
も
の
で
あ
る
。
一
つ
目
は
坂
本
氏
と
書
か
れ
た
略
暦
で
、
本
件
の
末
尾

の
朱
書
き
を
確
認
す
る
と
、
坂
本
氏
と
は
仙
女
香
と
い
う
白
粉
を
販
売
し
て
い
た
坂

本
屋
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
恐
ら
く
こ
れ
は
店
の
宣
伝
用
に
配
布
さ
れ
た
引
札
暦

で
あ
る
。
二
つ
目
は
大
き
な
柱
暦
で
、
板
元
は
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
寺
院
方
で
配
布

さ
れ
た
も
の
と
だ
け
聞
い
て
い
る
と
し
て
い
る
。
柱
暦
と
は
略
暦
の
一
種
で
、
そ
の

名
の
通
り
柱
に
貼
る
細
長
い
暦
で
あ
る
。寺
社
の
暦
は
土
産
物
と
し
て
人
気
が
高
く
、

参
拝
記
念
と
し
て
配
布
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
二
例
を
挙
げ
て
、
こ
れ
ら
は
暦
問
屋
の

み
に
暦
販
売
を
許
可
し
た
請
書
に
反
し
て
お
り
、
先
年
出
さ
れ
た
私
家
版
の
印
刷
を

禁
止
す
る
町
触
を
も
蔑
ろ
に
し
て
い
る
と
し
て
取
締
り
を
求
め
て
い
る
。

　

こ
の
願
書
は
、
板
木
屋
定
治
郎
の
一
件
を
踏
ま
え
て
攻
勢
に
出
た
暦
問
屋
が
、
武

家
の
私
家
版
以
外
の
配
布
用
の
略
暦
も
取
締
り
の
対
象
に
し
よ
う
と
意
図
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
結
局
本
件
は
評
定
に
発
展
せ
ず
、
当
人
（
坂
本
屋
）
に
確

認
し
て
今
後
は
引
札
暦
を
作
成
し
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
の
み
に
留
ま
っ
て
い
る
。

寺
院
方
の
柱
暦
に
つ
い
て
は
配
布
可
否
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
も
い
な
い
。
結
果
的

に
武
家
の
私
家
版
以
外
の
配
布
用
の
暦
は
従
来
通
り
黙
認
さ
れ
た
と
言
っ
て
良
い
だ

ろ
う
。

　

先
に
検
証
し
た
板
木
屋
定
治
郎
一
件
も
併
せ
て
整
理
す
る
と
、
暦
出
版
の
取
締
り

基
準
は
左
の
通
り
と
な
る
。

・
暦
販
売
は
本
暦
・
略
暦
を
問
わ
ず
暦
問
屋
仲
間
十
一
人
に
限
り
、
仲
間
以　
　

　

外
の
彫
刻
、
販
売
は
共
に
禁
止

・
武
家
の
私
家
版
の
印
刷
は
販
売
用
で
な
く
と
も
禁
止

・
商
店
の
配
布
す
る
引
札
暦
は
黙
認

・
寺
院
方
の
土
産
物
と
し
て
の
暦
は
黙
認

　

引
札
や
寺
院
の
暦
が
取
締
り
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
た
理
由
は
、
宣
伝
媒
体
で
あ
る

た
め
板
元
名
が
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
商
店
や
寺
に
よ
り
配
布
さ
れ
る
た
め
確
た
る
流

通
経
路
を
た
ど
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
寺
院
に
つ
い

て
は
寺
社
奉
行
の
管
轄
に
当
た
る
た
め
、
行
政
機
関
同
士
の
摩
擦
を
避
け
た
と
も
想

定
で
き
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
先
の
〔
史
料
六
〕
―
⑥
で
は
「
暦
之
儀
者
重
キ
儀
」

と
す
る
筒
井
伊
賀
守
の
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
全
て
の
配
布
用
の
暦
を
規

制
す
る
ほ
ど
の
強
制
力
は
有
し
て
い
な
か
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

（
三
）
略
暦
似
寄
品
取
扱
候
者
十
八
人
名
前
舘
御
役
所
江
申
立
候
處
於
南
御
番

　
　

 

所
御
裁
許
ニ
相
成
候
一
件
（
天
保
七
丙
申
年
正
月
廿
九
日
）

　

本
件
は
題
に
十
八
人
の「
御
裁
許
」と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
・
天
保
七
年（
一
八
三
六
）

の
件
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
通
り
、〔
史
料
五
〕
の
町
触
に
記
載
さ
れ
た
暦
出

版
の
取
締
り
事
例
に
あ
た
る
。
冒
頭
の
暦
問
屋
の
訴
状
か
ら
確
認
し
よ
う
。

〔
史
料
八
〕
―
①

（
略
）
略
暦
大
小
近
年
売
捌
方
相
減
し
候
処
、
昨
冬
者
別
而
売
方
無
数
ニ
御
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座
候
ニ
付
不
審
ニ
奉
存
（
略
）
私
共
ゟ
例
年
差
上
候
御
請
御
証
文
ニ
、
若　

脇
々
ニ
而
暦
類
板
行
仕
候
者
有
之
候
ハ
ヾ
早
速
可
申
上
旨
奉
申
上
候
儀
ニ

付
、
此
節
取
調
候
處
、
略
暦
似
寄
之
品
々
見
当
申
候
ニ
付
、
則
其
品
買
取
奉

入
御
高
覧
候
、
何
卒
御
取
締
之
様
奉
願
上
候
、
依
之
買
取
候
略
暦
似
寄
之　

品
々
差
上
此
段
奉
申
上
候 

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
暦
問
屋
は
昨
冬
（
天
保
六
年
、
一
八
三
五
）
例
年
以
上
に
大
小

が
売
れ
ず
不
審
に
思
っ
て
調
べ
た
と
こ
ろ
略
暦
が
違
法
販
売
さ
れ
て
お
り
、
買
い
取

っ
た
も
の
を
提
出
す
る
の
で
取
締
り
を
願
い
た
い
と
し
て
い
る
。
こ
の
引
用
部
分
に

続
け
て
、
原
文
で
は
暦
に
記
載
さ
れ
た
板
元
の
名
前
が
列
記
さ
れ
て
お
り
、
先
の
二

例
と
異
な
り
確
か
な
違
法
販
売
の
証
拠
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
「
板
行
ニ
名
前

入
と
請
取
書
差
出
し
候
分
」
と
、「
請
取
書
差
出
し
不
申
分
」
の
二
つ
に
大
別
し
て
記

さ
れ
て
い
る
。「
名
前
入
」
に
つ
い
て
は
、
暦
自
体
に
地
本
問
屋
の
名
前
が
入
っ
て

い
る
も
の
の
他
に
、
下
げ
札
や
包
み
紙
に
名
前
が
あ
る
も
の
も
含
む
と
し
て
い
る
。

請
取
書
の
有
無
で
分
類
し
て
い
る
の
は
請
取
書
に
よ
っ
て
販
売
を
証
明
す
る
た
め
で
、

武
家
の
贈
答
用
と
言
い
逃
れ
る
の
を
防
ぐ
た
め
で
あ
ろ
う
。
全
て
の
問
屋
の
名
前
を

こ
こ
に
挙
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
十
八
人
の
中
に
は
歌
川
広
重
『
東
海
道
五
十 

三
次
』
の
板
元
と
し
て
有
名
な
保
永
堂
竹
内
孫
八
や
、
同
じ
く
広
重
の
『
絵
本
江
戸

土
産
』
の
板
元
で
あ
る
金
幸
堂
菊
屋
幸
三
郎
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
を
受
け
て
南
町
奉
行
所
に
被
告
十
八
人
全
員
が
召
集
さ
れ
評
定
が
行
わ
れ
た
。

暦
問
屋
行
事
は
溜
に
居
り
、
大
人
数
が
集
ま
る
中
で
全
て
は
聞
き
取
れ
な
か
っ
た
と

し
な
が
ら
も
概
要
を
記
載
し
て
い
る
。
奉
行
と
相
手
方
の
や
り
取
り
に
つ
い
て
要
点

を
以
下
に
抜
粋
す
る
。

〔
史
料
八
〕
―
②

御
奉
行
様
被　

仰

其
方
共
義
略
暦
大
小
似
寄
之
品
取
扱
候
段
、
右
暦
之
儀
者
不
容
易
御
品
ニ
而
上

者　

天
子
将
軍
ゟ
下
者
民
百
性
迄
も
日
用
ニ
相
備
一
日
ニ
而
も
相
違
有
之
候　

而
者
不
相
済
大
切
之
品
ニ
付
、
暦
役
人
ゟ
取
調　

上
江
差
上
候
節
者
封
書
ニ
致

し
、
我
々
共
も
拝
見
不
相
成
其
後
町
奉
行
江
写
本
御
渡
ニ
相
成
、
暦
問
屋
江
板

行
申
付
候
而
も
其
掛
リ
ニ
候
得
者
、
取
調
相
違
無
之
節
商
買
御
免
有
之
、
其
節

者
町
觸
茂
被
仰
付
候
、
既
ニ
先
年
天
門（
文
）方

高
橋
作
左
衛
門
ゟ
略
暦
之
義
紛
敷　

品
も
有
之
哉
ニ
付
、
厳
敷
被
仰
付
度
旨
申
出
候
義
も
有
之
ニ
付
、
度
々
厳
敷
申

渡
も
有
之
、（
略
）
譬
武
家
方
御
慰
品
た
り
と
も
相
断
板
木
彫
刻
致
間
敷
旨
申
渡

置
候
、（
略
）
此
度
大
小
似
寄
之
品
取
扱
候
義
暦
問
屋
ゟ
申
立
候
義
ハ
、
見
当
次

第
可
申
立
旨
申
付
有
之
ニ
付
申
立
候
義
ニ
有
之
、
此
内
ニ
者
如
何
敷
繪
等
も
相

見
え
殊
ニ
本
問
屋
も
有
之
が
何
と
心
得
て
売
買
致
し
タ
ゾ

　
　

両
人
斗
御
答　

売
も
の
ニ
者
致
不
申
年
玉
ニ
致
し
申
候
と
御
答
申
上
候

仰
ニ譬

売
物
ニ
不
致
と
も
慰
品
た
り
共
不
相
成
訳
ダ
恐
入
タ
カ

一
同
恐
入
ま
し
た　

仰
ニ　

不
埒
な
や
つ
だ
手
鎖
申
付
ル

　

こ
の
部
分
は
口
語
の
ま
ま
記
載
さ
れ
て
お
り
臨
場
感
が
感
じ
ら
れ
る
。
ま
ず
町
奉

行
は
暦
出
版
が
い
か
に
「
大
切
之
儀
」
で
あ
る
か
強
調
し
て
い
る
。
曰
く
、
暦
は
天

皇
・
将
軍
か
ら
民
百
姓
ま
で
日
用
品
と
し
て
使
い
一
日
で
も
間
違
っ
て
い
て
は
済
ま

さ
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
写
本
は
封
入
さ
れ
て
町
奉
行
も
見
る
こ
と
叶
わ
ず
、
販
売

は
免
許
を
持
っ
た
暦
問
屋
仲
間
だ
け
が
許
さ
れ
て
い
る
と
の
内
容
で
あ
る
。
天
文
方

高
橋
作
左
衛
門
（
景
保
（
（2
（

）
も
略
暦
の
違
法
販
売
の
取
締
り
強
化
に
つ
い
て
言
及
し
て

お
り
、〔
史
料
四
〕
の
町
触
の
通
り
武
家
方
の
私
家
版
に
つ
い
て
も
違
法
で
あ
る
と

し
て
い
る
。
暦
問
屋
に
は
違
法
販
売
を
見
つ
け
次
第
申
し
立
て
る
よ
う
申
し
付
け
た

が
、
そ
の
中
に
は
「
如
何
敷
繪
面
（
春
画
の
絵
柄
の
大
小
）」
も
あ
り
、
な
ぜ
販
売

し
た
の
か
と
問
い
糺
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
二
名
だ
け
が
贈
答
用
と
し
て
作
成
し
た

と
弁
明
し
て
い
る
が
、
売
り
物
で
な
く
と
も
違
法
で
あ
る
と
し
、
手
鎖
を
申
し
付
け

る
に
至
っ
て
い
る
。
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奉
行
の
沙
汰
の
後
、
暦
問
屋
行
事
も
呼
び
上
げ
ら
れ
、
被
告
人
と
そ
れ
に
対
応
す

る
証
拠
品
の
調
査
が
行
わ
れ
、
合
わ
せ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
暦
の
彫
方
の
確
認
も
行
わ
れ

た
。
後
日
の
訴
訟
の
流
れ
を
以
下
に
抜
粋
す
る
。

〔
史
料
八
〕
―
③

　

一　

同
廿
五
日
舘
御
役
所
ゟ
御
慈
悲
願
内
伺
ひ
之
事

　
　
　

行
事　

口
上
ニ
而

　

当
廿
一
日
御
届
申
上
候
通
申
立
候
名
前
之
も
の
手
鎖
被
仰
付
候
ニ
付
仲　

間
一
同
恐
入
御
慈
悲
之
義
願
上
度
旨
申
居
候
得
共
、
思
召
之
程
難
斗
内
々
御

伺
申
上
候
、
可
然
被　

思
召
候
ハ
ヾ
書
面
差
上
申
度
と
申
立
候
処
、
御
手
代

衆
御
窺
被
下
被
仰
聞
候
ニ
者
、
此
方
ゟ
者
御
取
締
之
程
願
度
と
申
立
候
厳
敷

御
申
付
被
下
候
様
ニ
と
ハ
不
申
立
候
得
共
、　

御
奉
行
之
思
召
ニ
而
被
仰
付

候
義
ニ
付
、
御
慈
悲
願
候
ハ
ヾ
腰
折
ニ
相
成
思
召
も
如
何
ニ
付
差
扣
可
然
、

殊
ニ
入
牢
ニ
も
相
成
候
ハ
ヾ
、
格
別
手
鎖
之
義
ニ
付
差
置
候
様
被
仰
聞
候
ニ

付
、
御
慈
悲
願
者
差
扣
申
候

（
略
）

一　

三
月
十
三
日
五
時
無
遅
滞
罷
出
候
様　

御
差
紙
ニ
付
行
司
両
人
罷
出
候

処
、
申
立
候
十
八
人
之
も
の
御
調
詰
ニ
付
掛
り
合
候
世
利
商
人
幷
板
木
屋
と

も
罷
出
候
（
略
）
罷
出
候
処
十
八
人
之
も
の
幷
世
利
商
人
板
木
職
と
も
口
書

ニ
印
形
御
取
被
遊
候
、
右
相
済
候
後
御
掛
り
様
ゟ
行
事
共
罷
出
候
段
申
上
候

処
、
今
日
一
件
落
着
ニ
付
呼
出
し
候
間
差
扣
居
可
申
旨
被
仰
聞
候
、
夫
よ
り

御
白
洲
相
始
り
一
同
溜
江
相
詰
候
処
、
前
々
之
通
十
八
人
幷
世
利
商
人
板
木

職
之
も
の
共
御
呼
出
し
候
、
御
奉
行
様
被
仰
渡
有
之
其
御
咎
之
次
第
ニ
而
拾

貫
文
五
貫
文
三
貫
文
と
夫
々
過
料
被
仰
付
候
、
右
被
仰
渡
之
趣
逐
一
窺
度
候

得
共
殊
之
外
溜
多
人
数
之
上
間
遠
ニ
付
被
仰
渡
伺
取
も
不
申
候
、
依
之
記
し

兼
候

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
同
廿
五
日
（
二
月
二
十
五
日
）
の
奉
行
所
へ
の
伺
い
は
、
先
日
の

手
鎖
の
沙
汰
に
つ
い
て
暦
問
屋
仲
間
が
慈
悲
願
い
を
出
し
た
が
、
奉
行
所
の
手
代
衆

か
ら
内
々
に
願
い
を
差
し
控
え
る
よ
う
言
わ
れ
取
り
下
げ
た
と
い
う
内
容
に
な
っ
て

い
る
。
手
代
衆
に
曰
く
、
入
牢
に
は
至
ら
ず
軽
い
刑
罰
で
済
ん
で
い
る
の
だ
か
ら
奉

行
の
意
向
を
曲
げ
る
願
い
出
を
す
る
こ
と
は
な
い
、
と
い
う
の
が
理
由
で
あ
る
。
こ

の
史
料
だ
け
を
念
頭
に
置
く
と
、
今
ま
で
の
暦
問
屋
の
攻
勢
か
ら
一
転
、
慈
悲
を
願

い
出
て
い
る
の
は
違
和
感
が
あ
る
が
、
暦
問
屋
が
地
本
問
屋
と
の
関
係
を
円
滑
に
保

ち
た
い
と
考
え
る
の
は
も
っ
と
も
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
暦
問
屋
は
暦
出
版
が
多
忙

な
八
月
～
一
二
月
以
外
は
他
の
出
版
物
を
扱
っ
て
お
り
、
今
回
検
挙
さ
れ
た
問
屋
と

も
同
業
者
で
あ
っ
た
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
処
罰
さ
れ
た
十
八
人
の
う
ち

の
一
人
、
南
新
堀
壱
町
目
の
竹
内
孫
八
は
『
東
海
道
五
十
三
次
（
保
永
堂
版
）』
の

板
元
と
し
て
有
名
だ
が
、
そ
の
『
東
海
道
五
十
三
次
』
は
も
と
も
と
暦
問
屋
に
名
を

連
ね
る
鶴
屋
喜
右
衛
門
と
の
相
版
を
予
定
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
（
最
終
的
に
鶴
屋

は
降
り
た
た
め
、
保
永
堂
単
独
と
な
っ
て
い
る
（
（2
（

）。
暦
問
屋
は
相
手
方
に
想
定
以
上

に
重
た
い
処
罰
が
下
さ
れ
て
し
ま
い
、
今
後
の
問
屋
同
士
の
関
係
性
を
鑑
み
て
情
状

酌
量
を
願
い
出
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
の
後
も
吟
味
が
重
ね
ら
れ
、
判
決
を
言
い
渡
さ
れ
た
の
が
次
の
三
月
十
三
日
条

で
あ
る
。
当
日
は
先
般
訴
え
ら
れ
た
問
屋
十
八
人
の
他
に
、
暦
を
売
り
歩
い
た
世
利

商
人
や
暦
を
印
刷
し
た
板
木
屋
も
召
集
さ
れ
、
口
書
を
取
り
捺
印
し
て
い
る
。
最
終

的
に
町
奉
行
よ
り
過
料
の
言
い
渡
し
と
な
っ
て
落
着
し
た
。
誰
が
い
く
ら
の
過
料
を

申
し
付
け
ら
れ
た
の
か
は
人
が
密
集
し
聞
き
取
れ
な
か
っ
た
と
し
て
い
る
が
、
記
述

通
り
で
あ
れ
ば
三
貫
文
か
ら
十
貫
文
の
過
料
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
先
の
慈
悲
願
い

は
未
提
出
だ
が
、
結
果
的
に
手
鎖
か
ら
減
刑
さ
れ
た
形
と
な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
に

せ
よ
、
暦
問
屋
に
と
っ
て
は
初
め
て
実
刑
を
伴
う
判
決
が
下
さ
れ
、
自
ら
の
利
権
を

守
る
こ
と
が
で
き
た
事
例
と
な
っ
た
の
は
間
違
い
な
い
。
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お
わ
り
に

　

こ
こ
で
は
本
稿
で
の
史
料
分
析
を
通
し
て
、
新
た
に
判
明
し
た
内
容
を
ま
と
め
た

い
。

①
暦
の
違
法
販
売
の
実
例

　

は
じ
め
に
述
べ
た
通
り
、
暦
の
違
法
販
売
に
つ
い
て
は
町
触
か
ら
略
暦
の
違
法
販

売
が
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
も
の
の
、
実
際
の
販
売
に
関
す
る
記
録
や
違
法
出

版
さ
れ
た
現
物
が
未
確
認
で
あ
っ
た
。
今
回
史
料
内
で
は
十
八
人
の
販
売
事
例
が
請

取
書
と
い
う
証
拠
と
と
も
に
記
載
さ
れ
て
お
り
、
少
な
く
と
も
天
保
七
年
に
は
十
八

件
の
問
屋
で
（
か
つ
、
保
永
堂
の
よ
う
な
大
手
の
問
屋
で
も
）
販
売
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。
天
保
期
に
急
に
略
暦
の
違
法
販
売
が
盛
ん
に
な
っ
た
と
は
考
え
づ
ら

く
、
そ
れ
以
前
か
ら
販
売
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
暦
違
法
出

版
の
取
締
り
事
例
が
天
保
期
以
前
に
見
当
た
ら
な
い
こ
と
を
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、

天
明
四
年
以
降
、
違
法
出
版
に
呼
応
し
て
町
触
は
定
期
的
に
出
さ
れ
て
い
る
が
、
積

極
的
な
取
締
り
は
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

②
暦
販
売
の
取
締
り
の
流
れ
・
手
法

　

本
稿
で
は
、
暦
出
版
の
唯
一
の
取
締
り
事
例
で
あ
る
天
保
七
年
の
事
例
に
つ
い
て
、

『
暦
記
録
』
を
追
う
こ
と
で
流
れ
に
沿
っ
て
検
証
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
他
の
訴
願

と
比
較
し
て
特
徴
的
だ
っ
た
の
は
、実
際
に
違
法
販
売
さ
れ
て
い
た
証
拠
（
請
取
書
）

を
押
さ
え
て
い
た
点
で
あ
る
。
こ
れ
以
後
、
同
様
の
取
締
り
事
例
は
記
録
さ
れ
て
い

な
い
が
、
少
な
く
と
も
天
保
十
五
年
頃
ま
で
（
～
一
八
四
四
）
は
大
小
の
流
通
量
に

影
響
を
与
え
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
根
拠
は
大
名
が
蒐
集
し
た
大
小
の
数
の

変
化
で
あ
る
。
筆
者
が
調
査
し
た
貼
付
帳
（
（2
（

に
あ
る
大
小
三
九
三
一
葉
を
年
代
別
に
整

理
す
る
と
、
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
～
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
ま
で
の
平
均
枚

数
は
三
二
・
六
葉
／
年
で
あ
る
の
に
対
し
、
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）～
十
五
年

（
一
八
四
四
）
は
一
・
七
葉
／
年
と
大
き
く
減
少
し
て
い
る
。
天
保
七
～
十
五
年
の
大

小
を
継
続
し
て
有
す
る
貼
付
帳
は
『
絵
暦
』
第
二
冊
の
み
で
あ
り
、
そ
の
他
の
三
冊

の
貼
付
け
帖
は
一
点
を
掲
載
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
、
長
谷
部
言
人
氏
は
著
書　

『
大
小
暦
』
の
「
天
保
以
降
の
大
小
」
に
お
い
て
、
天
保
以
降
の
大
小
に
つ
い
て
は
従

来
と
比
べ
引
札
暦
の
割
合
が
増
加
す
る
と
し
て
お
り
（
（2
（

、
こ
の
調
査
結
果
も
天
保
七
年

以
降
の
私
家
版
の
禁
止
、
引
札
暦
配
布
は
黙
認
と
い
う
状
況
を
反
映
し
て
い
る
と
言

え
る
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
天
保
期
の
取
締
り
事
例
も
発
端
は
暦
問
屋
側
に
よ
る
立
件
で
あ

り
、
証
拠
品
を
収
集
し
た
の
も
暦
問
屋
で
あ
る
。
引
札
暦
・
寺
院
の
土
産
物
は
引
き

続
き
黙
認
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
、
奉
行
所
側
が
暦
統
制
に
積
極
的
で
あ
っ
た　

と
は
言
い
が
た
い
。
残
存
す
る
大
小
の
数
に
つ
い
て
も
、
嘉
永
年
間
（
一
八
四
八
～

一
八
五
四
）
に
は
六
・
八
葉
／
年
、
安
政
～
明
治
年
間
（
一
八
五
四
～
一
八
七
三
）　

に
は
十
一
・
六
葉
／
年
と
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
天
保
七
年
以
降
の
統
制
は
長
続

き
し
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

③
配
布
・
贈
答
用
の
略
暦
の
規
制
の
変
遷

　

第
一
章
で
述
べ
た
通
り
、
従
来
の
浮
世
絵
研
究
で
は
、
大
小
は
私
的
な
交
換
を
中

心
に
流
通
し
、
浮
世
絵
へ
の
規
制
強
化
の
時
期
に
は
規
制
の
対
象
外
で
あ
る
大
小
の

交
換
が
活
発
に
な
っ
た
と
説
明
し
て
い
る
。
し
か
し
、
今
回
の
史
料
分
析
に
よ
っ
て

こ
の
内
容
は
天
保
二
年
以
前
に
の
み
当
て
は
ま
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
私
家
版
の
印

刷
を
禁
ず
る
町
触
自
体
は
梅
田
氏
の
論
文
に
お
い
て
町
触
一
覧
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

も
の
の
焦
点
を
当
て
ら
れ
て
お
ら
ず
、
吉
原
氏
の
論
文
に
お
い
て
は
天
保
二
年
の
規

制
の
経
緯
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
今
回
取
り
上

げ
た
『
暦
記
録
』
の
一
連
の
裁
判
記
録
は
配
布
用
略
暦
の
規
制
の
変
遷
を
よ
り
正
確

に
知
る
上
で
有
意
義
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

本
稿
で
は
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
天
保
二
年
に
規
制
内
容
が
変
更
さ
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れ
た
背
景
に
つ
い
て
は
よ
り
深
く
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
今
回
取
り
挙

げ
た
一
連
の
事
例
は
暦
問
屋
に
起
因
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
統
制
内
容
の
変
更

を
老
中
に
打
診
し
、
十
八
人
の
違
法
販
売
者
に
実
刑
を
下
し
た
の
は
当
時
の
南
町

奉
行
で
あ
っ
た
筒
井
政
憲
で
あ
り
、
そ
の
筒
井
が
論
拠
と
し
た
の
は
文
化
八
年
時

（
一
八
一
一
）
の
天
文
方
高
橋
景
保
の
意
向
で
あ
る
。
筒
井
は
一
八
一
七
年
よ
り
長
崎

奉
行
を
務
め
た
人
物
で
あ
る
（
（2
（

。
そ
の
後
町
奉
行
と
な
り
天
保
の
改
革
時
に
失
脚
す
る

も
、
諸
外
国
の
圧
力
強
化
に
伴
い
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
に
は
学
問
所
御
用
に
復

帰
し
、
海
防
・
町
政
に
関
し
て
多
く
の
上
申
を
行
い
、
の
ち
に
天
文
方
の
機
関
で
あ

る
蕃
書
調
所
の
御
用
も
務
め
て
い
る
。
長
崎
に
て
諸
外
国
の
文
化
・
学
問
に
間
近
で

触
れ
た
経
験
が
あ
り
、
町
奉
行
時
代
に
は
町
民
の
意
見
も
取
り
入
れ
つ
つ
市
政
を
運

営
し
た
筒
井
で
あ
れ
ば
、
暦
学
に
も
明
る
く
天
文
方
の
意
向
を
尊
重
す
る
姿
勢
を

持
っ
て
い
た
可
能
性
も
十
分
に
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
の

天
文
方
の
状
況
は
と
い
う
と
、
ち
ょ
う
ど
内
部
に
蛮
書
和
解
御
用
が
設
置
さ
れ
た
年

に
当
た
る
（
（2
（

。
蛮
書
和
解
御
用
は
、
外
国
と
の
交
渉
が
増
加
す
る
中
で
洋
学
研
究
の
必

要
性
に
か
ら
れ
た
背
景
か
ら
設
立
さ
れ
、
主
に
外
交
文
書
の
調
査
・
翻
訳
、
蘭
書
の

翻
訳
に
従
事
し
た
。
蘭
書
翻
訳
に
は
長
崎
通
詞
で
あ
っ
た
馬
場
佐
十
郎
も
動
員
さ
れ

て
お
り
、
外
交
に
お
け
る
方
針
を
検
討
す
る
上
で
長
崎
と
天
文
方
の
関
係
性
は
深

か
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。『
暦
記
録
』
に
て
景
保
か
ら
若
年
寄
植
村
家
長
に
対
し
提

出
さ
れ
た
と
さ
れ
る
申
出
の
詳
細
な
内
容
に
つ
い
て
は
不
明
だ
が
、
蛮
書
和
解
御
用

の
設
立
に
伴
い
洋
学
研
究
の
集
約
が
企
図
さ
れ
る
中
で
、
暦
学
、
ひ
い
て
は
暦
出
版

の
管
理
に
つ
い
て
も
幕
府
の
管
理
下
に
置
こ
う
と
す
る
動
き
が
生
じ
て
い
た
可
能
性

も
考
え
ら
れ
る
。
少
な
く
と
も
、
作
暦
・
頒
暦
の
集
権
化
に
向
け
た
構
想
は
、
天
保

改
暦
に
向
け
て
天
文
方
の
中
で
着
実
に
進
行
し
て
い
っ
た
（
（3
（

。
こ
う
し
た
天
文
方
の
変

化
を
背
景
と
し
て
、
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
に
洋
学
に
親
和
性
の
高
い
筒
井
が
町

奉
行
に
就
任
し
た
こ
と
・
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
に
は
後
に
天
保
改
革
に
て
出
版

統
制
を
行
う
水
野
忠
邦
が
老
中
に
就
任
し
た
こ
と
な
ど
、
様
々
な
人
物
の
関
与
が

あ
っ
て
天
保
七
年
の
取
締
り
に
繋
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
暦
出
版
を
取

り
巻
く
幕
府
側
関
係
者
の
意
向
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
、
筆
を
擱
く
こ
と
と

し
た
い
。
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本
稿
は
基
盤
研
究
「
奈
良
暦
師
吉
川
家
文
書
を
中
心
と
す
る
暦
・
陰
陽
道
研
究
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史
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基
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成
」
の
成
果
の
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る
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註（
1
）　

梅
田
千
尋
「
近
世
社
会
に
お
け
る
『
暦
』」［
同
編
『
新
陰
陽
道
叢
書　

第
三
巻　

近
世
』（
名

著
出
版
、
二
〇
二
一
）
九
六
～
一
一
二
頁
］

（
2
）　

同
著
「
近
世
の
暦
統
制
と
町
触
」［『
史
窓
』
七
一
号
（
京
都
女
子
大
学
史
学
会
編
、
二
〇
一
四　
　

年
）
二
三
～
三
二
頁
］

（
3
）　

同
著
、
同
論
文
、
二
三
～
三
二
頁

（
4
）　

吉
原
健
一
郎
「
江
戸
板
木
屋
仲
間
と
違
法
印
刷
―
化
政
期
を
中
心
に
―
」［『
文
学
』
四
九
号

（
一
九
八
一
年
）
一
三
八
～
一
四
八
頁
］。
同
論
文
で
は
武
家
の
私
家
版
の
印
刷
は
寛
政
の
改
革

に
て
厳
禁
と
さ
れ
た
と
記
載
が
あ
る
が
、
板
木
屋
組
合
文
書
で
の
該
当
箇
所
が
明
記
さ
れ
て
お

ら
ず
、
梅
田
氏
の
論
文
に
お
け
る
町
触
一
覧
に
お
い
て
も
確
認
で
き
な
い
た
め
、
典
拠
不
明
で

あ
る
。

（
5
）　
『
原
色
浮
世
絵
大
百
科
事
典
』
第
三
巻　

様
式
・
彫
摺
・
版
元
（
大
修
館
書
店
、
一
九
八
二
年
）

一
一
〇
頁
。
第
三
巻
の
執
筆
者
は
菊
池
貞
夫
・
小
林
忠
・
村
上
清
造
。

（
6
）　

全
巻
揃
い
の
写
本
は
東
京
国
立
博
物
館
本
（
全
五
巻
）
と
国
会
図
書
館
本
（
全
五
巻
）
で
あ

り
、
両
者
の
う
ち
、
国
会
図
書
館
本
に
は
頁
抜
け
・
欠
字
部
分
の
省
略
・
付
札
の
省
略
が
見
ら

れ
た
。
そ
の
た
め
、
本
稿
で
は
国
会
図
書
館
本
を
参
照
し
つ
つ
、
東
京
国
立
博
物
館
本
を
元
に

翻
字
・
検
証
を
行
っ
た
。

（
7
）　

渡
邊
敏
夫『
日
本
の
暦
』（
雄
山
閣
、一
九
七
六
年
）第
二
編
第
五
章「
い
せ
こ
よ
み
」（
二
六
一

頁
）
か
ら
第
十
二
章
「
会
津
暦
」（
三
三
八
頁
）
に
か
け
て
複
数
箇
所
で
参
照
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
同
じ
く
巻
一
を
参
照
し
て
い
る
文
献
と
し
て
、
佐
藤
政
次
『
暦
学
史
大
全
』（
浩
文
社
、

一
九
六
八
）
一
〇
七
九
頁
の
仙
台
暦
の
項
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
8
）　

渡
邊
敏
夫
、
前
掲
書
、
三
一
〇
～
三
一
一
頁
。
同
箇
所
を
参
照
し
て
い
る
他
文
献
と
し
て
、

鈴
木
俊
幸
『
書
籍
文
化
史
料
論
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
九
）
一
二
五
～
一
二
九
頁
が
挙
げ
ら
れ

　
　

る
。

（
9
）　

梅
田
千
尋
、
同
論
文
、
二
三
～
三
二
頁
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（
東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
博
士
課
程
）

（
二
〇
二
二
年
三
月
一
五
日
受
付
、
二
〇
二
二
年
七
月
二
二
日
審
査
終
了
）

（
10
）　

流
行
当
時
は
「
大
小
」
と
称
さ
れ
た
が
、
刀
の
拵
え
な
ど
と
区
別
す
る
た
め
、
便
宜
上
「
絵

暦
」「
大
小
暦
」
と
称
す
る
場
合
も
見
受
け
ら
れ
る
。
本
来
は
月
の
大
小
が
記
さ
れ
た
も
の
で

あ
れ
ば
紙
類
以
外
も
「
大
小
」
で
あ
り
、
寛
延
四
年
（
一
七
五
一
）
の
町
触
か
ら
は
扇
・
た
ば

こ
入
れ
等
の
「
大
小
」
も
作
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
本
稿
で
は
『
暦
記
録
』
に

　
　

倣
い
、「
大
小
」
を
一
枚
絵
の
略
暦
を
指
す
も
の
と
し
て
用
い
た
。

（
11
）　

長
谷
部
言
人
『
大
小
暦
』（
寶
雲
舎
、
一
九
四
三
年
）
一
一
七
～
一
二
五
頁

（
12
）　

例
を
挙
げ
る
と
、
東
京
国
立
博
物
館
蔵
『
大
小
暦
類
聚
』
は
明
和
九
年
（
一
七
七
二
）
～
享

和
四
年
（
一
八
〇
四
）、
国
会
図
書
館
蔵
『
絵
暦
』
は
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
～
明
治
六
年

（
一
八
七
三
）
ま
で
の
大
小
を
収
め
て
お
り
、
明
治
改
暦
ま
で
大
小
が
作
成
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
う
か
が
え
る
。
特
に
『
大
小
暦
類
聚
』
は
寛
政
年
間
の
作
の
貼
付
数
が
多
く
、
全
収
録
数
の

半
数
以
上
で
あ
る
一
六
四
〇
点
を
収
録
し
て
い
る
。

（
13
）　
『
原
色
浮
世
絵
大
百
科
事
典
』
第
三
巻　

様
式
・
彫
摺
・
版
元
（
大
修
館
書
店
、
一
九
八
二
年
）

一
一
〇
頁
。

（
14
）　
『
御
触
書
天
保
集
成
』
書
籍
并
板
行
之
部
六
四
二
二
、
寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）
十
二
月

よ
り
要
約
。

（
15
）　

岡
田
芳
朗
『
江
戸
の
絵
暦
』（
大
修
館
書
店
、
二
〇
〇
六
）
一
〇
六
頁
「
7 

両
大
師
」

（
16
）　

同
編
『
暦
の
大
事
典
』（
朝
倉
書
店
、
二
〇
一
四
）
三
四
八
頁

（
17
）　

本
件
の
冒
頭
に
「
文
政
十
三
年
十
一
月
廿
二
日
出
訴
、
同
年
十
二
月
十
五
日
天
保
与
改
元
、
天

保
二
卯
年
三
月
八
日
済
口
」
と
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
本
稿
で
は
天
保
年
間
の
事
例
に
含
め
て
取

り
挙
げ
た
。

（
18
）　

北
小
路
健
校
訂
『
板
木
屋
組
合
文
書
』（
日
本
エ
デ
ィ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
出
版
部
、
一
九
九
三
）

「
仲
間
新
古
記
録
帳
」
二
頁

（
19
）　

定
村
忠
士
「
板
木
屋
組
合
文
書
と
北
小
路
健
氏
の
仕
事
」［『
板
木
屋
組
合
文
書
』（
日
本
エ

　
　

デ
ィ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
出
版
部
、
一
九
九
三
）
三
八
九
～
四
一
四
頁
］

（
20
）　

彌
吉
光
長
『
未
刊
史
料
に
よ
る
日
本
出
版
文
化
』
第
三
巻
江
戸
町
奉
行
と
本
屋
仲
間
（
ゆ
ま

に
書
房
、
一
九
八
八
）
二
八
〇
～
二
八
一
頁

（
21
）　

東
京
国
立
博
物
館
本
に
は
付
札
に
記
載
さ
れ
た
内
容
と
し
て
写
し
が
取
ら
れ
て
お
り
、
国
会

図
書
館
本
は
板
木
屋
両
人
の
申
し
立
て
の
後
に
記
載
し
て
い
る
。

（
22
）　

北
小
路
健
、
前
掲
書
、「
仲
間
新
古
記
録
帳
」
五
六
～
五
七
頁

（
23
）　

大
平
祐
一
『
近
世
日
本
の
訴
訟
と
法
』（
創
文
社
、
二
〇
一
三
）
三
六
五
～
三
九
一
頁
に
お

い
て
、
訴
状
は
大
き
く
分
け
て
「
出
入
型
（
冒
頭
に
訴
訟
人
・
相
手
方
の
明
記
が
あ
る
も
の
）」　

「
願
型
（
冒
頭
に
訴
訟
人
の
名
前
、
相
手
方
は
文
中
に
記
載
）」
の
二
つ
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
に
て
取
り
上
げ
た
三
例
は
全
て
「
願
型
」
に
当
た
る
。
大
平
は
「
願
型
」
訴
状
を
さ
ら
に

二
分
し
て
お
り
、
他
人
を
訴
え
る
「
告
訴
型
」、
訴
え
る
他
人
が
明
記
さ
れ
な
い
「
上
申
型
」

を
置
い
て
い
る
。
本
稿
に
取
り
挙
げ
た
事
例
の
う
ち
、
本
節
の
項
目
は
坂
本
氏
と
書
か
れ
た
柱

暦
、
と
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
た
め
「
上
申
型
」
と
し
た
。

（
24
）　

先
年
と
あ
る
の
で
〔
資
料
六
〕
―
⑥
で
触
れ
ら
れ
た
文
化
八
年
時
の
高
橋
景
保
の
板
木
屋
へ

の
申
立
を
差
す
か

（
25
）　

鈴
木
重
三
・
木
村
八
重
子
・
大
久
保
純
一
『
保
永
堂
版 

広
重 

東
海
道
五
十
三
次
』（
岩
波
書 

店
、
二
〇
〇
四
年
）
一
九
九
頁

（
26
）　

東
京
国
立
博
物
館
蔵
『
大
小
暦
類
聚
』
全
二
十
巻
、
国
会
図
書
館
蔵
『
絵
暦
貼
込
帳
』、 

同

館
蔵
『
絵
暦
』
全
二
巻
、
同
館
蔵
『
恵
合
余
見
』
全
二
巻
、
同
館
蔵
『
大
小
暦
帖
』、
東
京
大

学
総
合
図
書
館
蔵
『
捃
拾
帖
』

（
27
）　

長
谷
部
言
人
、
前
掲
書
、
一
六
二
～
一
六
九
頁

（
28
）　

以
下
筒
井
に
関
す
る
記
述
は
、
佐
野
真
由
子
『
幕
末
外
交
儀
礼
の
研
究
―
欧
米
外
交
官
た
ち

の
将
軍
拝
謁
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
六
）
を
参
照
し
た
。

（
29
）　

以
下
蛮
書
和
解
御
用
に
関
す
る
記
述
は
、
上
原
久
『
高
橋
景
保
の
研
究
』（
講
談
社
、
一
九
七
七

　
　

年
）
二
四
九
～
二
七
一
頁
、
上
原
久
・
小
野
文
雄
・
広
瀬
秀
雄
『
天
文
暦
学
諸
家
書
簡
集
』（
講

談
社
、
一
九
八
一
年
）
九
〇
～
九
一
頁
を
参
照
し
た
。

（
30
）　

梅
田
千
尋
「
近
世
社
会
に
お
け
る
『
暦
』」［
同
編
『
新
陰
陽
道
叢
書 

第
三
巻 

近
世
』（
名
著

出
版
、
二
〇
二
一
）
一
〇
八
～
一
一
二
頁
］
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Edo Calendar Wholesalers and Daishō Calendars in the Early Modern 
Period : The Actual State of Shogunate Control as Seen in the “Calendar 
Records”

ODAJIMA Rino

The purpose of this paper is to examine the actual conditions of the control of calendar publication 

in the Tempō period through an analysis of “Calendar Record Volume 4,” a record of the trials and 

applications of Edo calendar wholesalers.

The conventional understanding of the clampdown on Edo calendar publication is that only 

calendar wholesalers were permitted to sell calendars, while the printing of calendars for distribution 

was tolerated. However, entries in the Calendar Records of the 13th year of Bunsei （1830） and the 

6th year of Tempō （1835） indicate that private editions of samurai calendars （abbreviated calendars 

for exchange called “daishō”） were subject to control at the behest of the astronomer Takahashi 

Sakuzaemon （Kageyasu）.

An entry in the court record after this change, in the 7th year of Tempō （1836）, is the only 

case in which an illegal seller was punished. This entry clarifies two things: the first is that daishō 

were actually illegally sold, and the second is that this case started with a complaint by a calendar 

wholesaler. 

The above analysis has made it possible to trace the evolution of the clampdown on calendar 

publication in Edo, and changes to the objects that were subject to control, which had not been 

clarified previously. Although the shogunate did implement a clampdown on the publication 

of calendars during the Tempō period, it was passive. However, we were able to confirm that 

developments at the Tenmonkata drove the criminalization of the production of daishō for exchange. 

The relevance of developments at the Tenmonkata to the publication of calendars is a matter for future 

research.

Key words: Edo, calendar wholesales, Tenmonkata, Abbreviated calendars, daishō calendars,  

“Calendar Record”




